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特別展 「自然のこえ 命のかたち－カナダ先住民の生みだす美」関連

場　所　国立民族学博物館　講堂
参加料　無料（ただし、常設展・特別展をご覧になる方は別途観覧料が必要です。）
定　員　４５０名（先着順、申込不要）
主　催　国立民族学博物館

カナダ・クイーンシャーロット島  スキドゲート村の近く

ホッキョクグマ（撮影提供：Bob Mesher）

北西海岸のトーテムポール

「「極北の怪異（極北のナヌーク）」
２００９年１２月６日（日） 
13:30～15:30（開場13:00）

「ト「トーテム  グプスゴロックス・ポールの返還」
２００９年１１月１４日（土） 
13:30～15:30（開場13:00）

「地球交響曲 ガイアシンフォニーフォニー第三番」
２００９年１０月２４日（土） 
13:30～16:30（開場13:00）

イヌイット版画「誇らしげな父親」
国立民族学博物館所蔵

みんぱく映画会

 開 催 日　１０月２４日（土）13:30～16:30（開場13:00）
   上映作品　「地球交響曲 ガイアシンフォニー第三番」
　　　　　　        （1997年/日本語/150分）
                      監修　稲盛和夫
　　　　　　　 プロデューサー　竹内美樹男
                      製作・配給会社 株式会社オンザロード

1996年8月8日にカムチャツカで亡くなった写真家・星野道夫と行くはずだっ
た南東アラスカから極北地域への旅を縦糸にして、彼と親交が深かった人 を々
訪ねていきます。その旅と人々の出会いの中で、人間にとっての生と死の意味
や、自然と文明の意味を問い続けるドキュメンタリー･フィルムです。

司　会　岸上伸啓（国立民族学博物館・先端人類科学研究部教授）
解　説　齋藤玲子（北海道立北方民族博物館・主任学芸員）

 開 催 日　１１月１４日（土）13:30～15:30（開場13:00）
   上映作品　「トーテム  グプスゴロックス・ポールの返還」  
　　　　              Totem: The Return of the G’psgolox Pole
                        （2003年/英語/70分）
                     監督　Gil Cardinal
                     製作・配給会社 カナダ映画庁（National Film Board of Canada）

1929年にカナダ北西海岸先住民のハイスラの人びとのトーテム･ポールが村か
ら持ち去られました。この行方については60年以上もの間、不明でしたが、
1991年にハイスラの人 は々それがストックホルムの博物館で展示されていること
を知りました。この映画は、トーテム･ポールの返還に関するドキュメンタリーです。

司　会　岸上伸啓（国立民族学博物館・先端人類科学研究部教授）
解　説　赤阪友昭（写真家）

 開 催 日　１２月６日（日）13:30～15:30（開場13:00）
   上映作品　「極北の怪異（極北のナヌーク）」
　                        Nanook of the North
                           （1922年/サイレント/78分/日本語字幕つき）
　　　              監督　ロバート・Ｊ・フラハティ
                        配給会社　アイ・ヴィ・シー

カナダの極北地域に暮らす先住民イヌイットの生活を追ったドキュメンタリー・
フィルムです。1920年ごろの自然の中で生きるイヌイットの生活をていねいに描
写しており、当時の様子を知ることができる貴重な映像資料です。また、この作
品はもっとも古い民族誌映画のひとつとして有名です。

司　会　伊藤敦規（学術振興会特別研究員）
解　説　岸上伸啓（国立民族学博物館・先端人類学研究部教授）

齋藤 玲子（北海道立北方民族博物館・主任学芸員）
アイヌと北西海岸先住民をはじめとする北方の先住民文化について研究し、展示や出版
物などで紹介してきた。勤務する博物館では、星野道夫氏の写真を展示したこともある。

赤阪 友昭（写真家）
１９９６年から先住民や遊牧民の文化や精神世界の取材を精力的に続けている。
主な撮影地は、アラスカの北極圏や北米北西海岸及びモンゴル。

岸上 伸啓（国立民族学博物館・先端人類科学研究部教授）
カナダ・イヌイットやアラスカのイヌピアックの文化について調査を実施してきた。
北方先住民の食物分配や社会変化に関心を持っている。

解 説 者 紹 介

　今回のみんぱく映画会では、カナダ先住民の生き様にかかわる2作品と、先住民のみならず
人類全体の自然への思いや地球環境の大切さを訴えた1作品を取り上げます。
地球環境の美しさと大切さをカナダやアラスカの先住民らとの関係から描き出した
「地球交響曲　ガイアシンフォニー第三番」、トーテムポールの返還運動によって
伝統文化や祖先とのつながりを再生しようとしたカナダ北西海岸先住民についての
「トーテム　グプスゴロックス・ポールの返還」、１９２０年代の自然の中で生きる
カナダ・イヌイットの生活を描き出した「極北の怪異（極北のナヌーク）（原題Nanook of the North）」を上映します。
これらの映画の鑑賞を通して人と自然のかかわり方を考えてもらえれば幸いです。
上映に際しては、それぞれのテーマに造詣がふかい研究者や写真家の方をお招きし、解説していただきます。

湖氷上からの網漁　カナダ・ヌナヴィクのアクリビク村の近く

みんぱく映画会

特別展 「自然のこえ 命のかたち－カナダ先住民の生みだす美」関連

■大阪・千里万博記念公園内 

●大阪モノレールで「万博記念公園駅」・「公園東口駅」下車徒歩約15分 

●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅・北大阪急行千里中央駅からバスで「日本庭園前」下車徒歩約15分 

　（茨木方面から、「自然文化園・日本庭園中央」経由のバスが１時間に１本程度あります。 

　詳しくは阪急バスにお問い合わせください。） 

●自家用車の場合は、万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分 

●タクシーは、万博記念公園「日本庭園前駐車場」まで乗り入れできます。 

　「日本庭園前駐車場」を利用される方は、 

　「日本庭園前ゲート」横にある民博専用通行口をお通りください。 

交通案内 

開 館 時 間 ： 10：00～17：00（入館は16：30まで）
休　館　日 ： 水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館） 
観　覧　料 ： 一般420円（350円）、高校・大学生250円（200円）、小・中学生110円（90円） 
  （　）は、20名以上の団体料金、大学等の授業でご利用の方、3ヶ月以内のリピーター、 
  満65歳以上の方の割引料金（要証明書等） 
  毎週土曜日は、小・中・高生は観覧無料です。ただし、自然文化園を通行される場合は、入園料が必要です。 

無料観覧日 ： 2010年5月5日（水・祝）　音楽の祭日（6月予定） 

〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10番1号　 

国立民族学博物館　広報企画室企画連携係 

TEL 06-6878-8210（平日9時～17時）　 

h t t p : / /www .m i n paku . a c . j p /　  
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場　所　国立民族学博物館　講堂 
参加料　無料（ただし、本館展示をご覧になる方は別途観覧料が必要です） 
定　員　450名（先着順、申込不要） 
主　催　国立民族学博物館 

【上映作品】 
 マナスルに立つ 2010年 4月24日（土） 13：30～16：00（開場13：00） 
 カラコルム　 2010年 5月  1日（土） 13：30～15：50（開場13：00） 
 花嫁の峰 チョゴリザ 2010年 5月  8日（土） 13：30～15：50（開場13：00） 
 南極大陸　 2010年 6月  5日（土） 13：30～16：40（開場13：00） 
 

みんぱく
 

映 画 会
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在日コリアン2世の日本語教師リエには、幼いころに生き別れになった兄がいる。父の理想の
ため、わずか 16 歳で単身「あの国」に渡った兄ソンホ。そのソンホが病気治療のため、3か月の
期限つきで、25年ぶりに日本に戻ってきた。
息子の好物をそろえ、精一杯のもてなしをする母。多くを語らぬ父。ソンホもまた決して口数
は多くなく、リエと旧友たちは気をもむ。監視役の男ヤンが常につきまとうことにも、リエは
不快感をおぼえていた。病院で受けた検査の結果は思わしくなく、病は3か月では治療しきれ
ない、深刻なものであることが判明する。そしてある日唐突に、ソンホは明日帰国するように
と命じられてしまう。リエは思いあまって、ヤンにやり場のない怒りをぶつけるが……。

国境に隔てられた在日コリアン一家の数日間を描いた、『かぞくのくに』を上映します。国境や
国籍のありかたや家族のかたち、日本の多文化性のゆくえ、越境が人の心にもたらす影響
について、考えてみましょう。

ヤン・ヨンヒ
映画監督。大阪生野区生まれ、在日
コリアン2 世。ニュースクール大学
大学院修士号取得。ドキュメンタリー
『ディア・ピョンヤン』（2005）で、
映画監督としてデビュー。サンダンス
映画祭特別審査員賞などを受賞する。
そのほかの映像作品に『愛しきソナ』
（2009）、著書として『兄～かぞくの
くに』（2012）などがある。

国境に隔てられた
在日コリアン一家が
ともに過ごした、
数日間の物語。

プログラム

13：30～13：35  挨拶・作品解説

13：35～15：15  上映

15：15～15：25  休憩

15：25～15：55  解説

15：55～16：00  閉会挨拶

関連イベント

11：30～展示場ミニレクチャー
               場所：日本の文化展示場

06-6878- 8210

広報企画室 企画連携係
（土日祝を除く 9:00 -17:00）

〒565-8511

往信の宛名面 返信の文面
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画
連
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返信の宛名面 往信の文面

①氏名

②住所

③年齢（任意）

④電話番号

⑤参加希望人数

⑥会員番号※（会員のみ）

7月１２日映画会

※鉛筆のご使用はお控えください
※「国立民族学博物館 友の会」維持会員および正会員の方は優遇枠がございます

ご
自
分
の

住
所
・
氏
名

申込方法
往復はがきに①氏名②住所（返信用宛名面にも）③年齢（任意）④電話番号⑤参加希望

人数（本人を含め2名まで）⑥「国立民族学博物館 友の会」会員番号（会員の方のみ）を

明記の上、「7月12日映画会」と書いて下記までお申し込みください。応募多数の場合は

抽選となります。締切日以降、順次返信いたします。なお、参加申込された方の個人情報は、

当映画会にのみ使用いたします。

宛　　先：〒565 - 8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号

　　　　　国立民族学博物館  広報企画室  企画連携係

申込締切：6月20日（金）必着 

©2011『かぞくのくに』製作委員会
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映画

映画会・公開セミナー

Part 2    研究講演・全体討論  Part 1    映画上映

人間文化研究機構 
北東アジア地域研究推進事業 
国立民族学博物館拠点 

公開セミナー

人人間文化研究機構 人間文化研究機構 人間文化研究機構 人間文化研究機構人間文化研究機構人間文化研究機構 人人間文化研究機構 人間文化研究機構人間文化研究機構人間文化研究機構人間文化研究機構人間 機構間文化研究機構 間文化研究機構 機構機構機機構構構文化研究機間文化研究機構間文化研究機構文化文化研究機間文化研究機構文化研究機文化文化研究機構間文化研究機構人間文化研究機文化研究機構研究機間文化研究機間文化研究機化研究機間文化研究間文化研究間文化研究機構機機研究機構文
北東アジア地域研究推進事業北東ア北東アジア地域研究推進事業北東アジア地域研究推進事業北東アジア地域研究推進事業北東アジア地域研究推進事業北東アジア地域研究推進事業東アジア地域研究推進事業北東アジア地域研究推進事業北東アジア地域研究推進事業北東アジア地域研究推進事業北東東アジア地域研究推進事業北東アジア地域研究推進事業東アジア地域研究推進事業ア北東アジア地域研究推進事北東アジア地域研究推進事業北東アジア地域研究推進事業北東アジア地域研究推進事東アジア地域研究推進東アジア地域研究推進事業東アジア地域研究推進事業事業 アジア地域研究推進アジア地域研究推ジア地域研究推ジア地域研究推進ジア地域研究推進アジア地域研究ジア地域研究推進ジア地域研究推進アジア地域研究推進ジア地域研究推進地域研究地域研究推進ア地域研究推進ア地域研究推域研究推ア地域研究推進地域研究推進地域研究推進域研究推進地域研究推進域研究推域ア
国立民族学博物館拠点国立民族学博物館拠点国立民族学博物館拠点国立民族学博物館拠点点点点点 国立民族学博物館拠点 国立民族学博物館拠点国立民族学博物館拠点国立民族学博物館拠点国立民族学博物館拠点国国国立民族学博物館拠点国国 点国国立民族学博物館拠点立民族学博物館拠点立民族学博物館拠点立民族立民族学博物館拠点国立民族学博物館拠点国立民族学博物館拠立民族学博物館拠点国立民族学博物館拠点立民族学博物館拠点国立民族学博物館拠点国立民族学博物館拠点立民族学博物館拠点立民族学博物館拠点立民族学博物館拠点民族学博物館拠民族学博物館拠博民族学博物館拠族学博物館拠族学博物館拠博立民族学博物館族学博物館拠拠族立

公開セミナー公開セミナー公開セミナ公開セミナー公開セミナ公開セミナ公開セミナー公開セミナー公開セミ公開セ開セミナ公開セミナセミナーセミナ公開セ ナ公開セミナ開開セミナーミナー開 ミナ

人間文化研究機構 
北東アジア地域研究推進事業 
国立民族学博物館拠点 

公開セミナー

映画

Part 1    映画上映

Part 2    研究講演・全体討論

Part 1

Part 2

お問い合わせ　国立民族学博物館 企画課 博物館事業係　〒565-8511  大阪府吹田市千里万博公園10番1号
　　　　　　　Tel  :  06-6878-8210  Fax :  06-6878-8242　 E-mail  :  hj igyo@minpaku.ac.jp
　　　　　　　※解説時に手話通訳が必要な方は5月24日（金）までにメールまたはFAXでご連絡ください。

第45回上映会

Sameblod

場　所　国立民族学博物館　特別展示館
　　　　

定　員　350名
　　　　参加券を11:00から特別展示館入口にて配布します。事前申込は不要です。

主　催　国立民族学博物館

(c) 2016 NORDISK FILM PRODUCTION

映像 考 ＜人類 未来＞

２０16年／スウェーデン・ノルウェー・デンマーク／１08分／南サーミ語・スウェーデン語／
日本語字幕付き　
監督・脚本／アマンダ・シェーネル
出演／レーネ＝セシリア・スパロク　ミーア＝エリーカ・スパロク　マイ＝ドリス・リンピ

司会　鈴木　紀 （国立民族学博物館　人類文明誌研究部・教授）
解説　庄司博史 （国立民族学博物館・名誉教授）

2019年6月16日［日］ 13:30～16:30（開場13:00）
5回上映会

(c) 2016 NORDISK FILM PR
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サーミの血
要展示観覧券（一般 580円）

展示のご案内

特別展

驚異と怪異
―想像界の生きものたち
開催期間：2019年8月29日（木）～11月26日（火）
観覧料：一般880円　場所：特別展示館

企画展
サウジアラビア、オアシスに
生きる女性たちの50年
―『みられる私』より『みる私』
開催期間：2019年6月6日（木）～9月10日（火）
観覧料：一般580円　場所：本館企画展示場

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館・教授　鈴木  紀

　国立民族学博物館では2016年度より特別研究
「現代文明と人類の未来─環境・文化・人間」を
開始しました。これは、現代文明の諸課題に対して
解決志向型のアプローチをとる研究です。現代文
明は物質的な豊かさと普遍的な価値観を広めま
したが、同時に環境破壊や文化摩擦を生み出して
います。民族学や文化人類学の立場からは、現代
文明の矛盾はどのように現れるのか、そしてその
解決策は何かを、地域社会や民族文化に視点を
据えて考えることが重要です。みんぱくワールド
シネマのねらいは、この特別研究の問題意識を来
館者の皆様と共有することにあります。世界の映
画をとおして、現代文明を問い直し、多元的な価値
が共存する人類の未来を展望したいと思います。

みんぱく映画会

映像 考 ＜人類 未来＞
国立民族学博物館「みんぱく映画会・みんぱくワールドシネマ」は研究者による解説付きの映画上映会です。
１１年目となった今期も、＜人類の未来＞をキーワードに映画上映を展開していきます。今回は、１９３０年代の
スウェーデンを舞台にしたスウェーデン・ノルウェー・デンマーク合作「サーミの血」を上映いたします。独自の言語
と文化を持つサーミ人の少女が、国の分離政策によって差別的な扱いを受け、自らのルーツと葛藤しながら
成長し生きる姿をとおして、民族のアイデンティティについて考えたいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第45回上映会
2019年6月16日（日）13:30～16:30 （開場13:00）
場　所　国立民族学博物館　特別展示館
定　員　350名  参加券を11:00から特別展示館入口にて配布します。事前申込は不要です。
主　催　国立民族学博物館
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

司会　鈴木　紀（国立民族学博物館　人類文明誌研究部・教授）
解説　庄司博史（国立民族学博物館・名誉教授）

映画解説
　スカンジナビア半島北部の先住民族サーミが分離政策の対象とされていた1930年代のスウェーデン
を舞台に、不当な差別や偏見に抗い、自身の生き方を模索する少女の孤独な奮闘を描く人間ドラマ。
トナカイの放牧を営む親元を離れ、甘えたがりの妹とともに、サーミ語を禁じる寄宿学校に通うエレ・マルャ
は、浴びせられる心ない言葉や好奇の目に憤りつつ、外の世界への憧れを胸に勉学に励んでいた。
サーミ人を劣等とみなしその尊厳を疎かにする研究結果に、進学の夢を阻まれたエレ・マルャは、スウェー
デン人に成りすました夏祭りで好意を抱いた青年を頼り、都会で再出発を志すが、厳しい現実が立ちは
だかる。本作で長篇デビューを飾るアマンダ・シェーネル監督は、出自をひた隠しにしていたサーミ人の
祖父母への複雑な想いなどに突き動かされ、物語を構築。生き別れた妹の葬儀のため、久々に帰郷する
年老いた姉の回想形式をとることで、自ら選んだはずの人生で彼女が手にしたものと失ったものの意義
や重みが、より切実に伝わってくる。実の姉妹でもあるサーミ人の少女たちがリアルに演じる葛藤が、民
族にまつわるさまざまな問題の根深さを改めて突きつける、ヴェネツィアや東京など数々の国際映画祭
で受賞した話題作だ。（映画評論家 服部香穂里）

「サーミ」とともに生きた少女エレ・マルャ
　北欧のトナカイ遊牧民として紹介されてきたサーミ人が、偏見のこもった「ラップ」人から、自らの呼称
「サーミ」で呼ばれるようになったのは、北欧でも20～30年前にすぎない。この映画の舞台となったのは
1930年代のスウェーデンである。当時サーミ人は、すすとほこりまみれでテント生活を続ける、文明生活には
適応できない未開の民という強い先入観と人種差別に囲まれていた。独善的な隔離政策により都会へ
の進学の道が閉ざされていたなか、トナカイ村出身の少女エレ・マルャは、厳格なサーミ人寄宿舎学校で
学ぶ間に教師となることを志し、故郷とともにサーミ人であることを捨てる決心をする。名を替え、仲間の
サーミ人を蔑むことで多数派社会へ必死にとけ込もうと努力するが、周囲からの好奇の視線は容赦し
ない。作品中、強い印象をあたえるのは、サーミ人の叙情歌謡ヨイクだ。ことばを纏わない、細やかな個人
的感情と民族的情感発露の表現手段とされるヨイクは、特異性からしばしば奇習として嘲笑されてきた。
にもかかわらずヨイクにくりかえし自らを委ねるかれらの心情をヨイクから読みとってみたい。（庄司博史）

サーミの血　Sameblod
２０16年／スウェーデン・ノルウェー・デンマーク／１08分／南サーミ語・スウェーデン語／日本語字幕付き　
監督・脚本／アマンダ・シェーネル
出演／レーネ＝セシリア・スパロク　ミーア＝エリーカ・スパロク　マイ＝ドリス・リンピ

次回作品  ２０１9年11月9日（土） 特別展関連

ワンダーストラック
Wonderstruck
2017年／アメリカ／117分／英語／日本語字幕付き
監督　トッド・ヘインズ
出演　ジュリアン・ムーア　ミシェル・ウィリアムズ　オークス・フェグリー

PHOTO : Mary Cybulski

要展示観覧券（一般 580円）

(c) 2016 NORDISK FILM PRODUCTION

国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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2022年4月30日 土
13:00 （開場12:30）16:00
国立民族学博物館  みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定 員 160名
申 込 要事前申込

参加費 無料（要展示観覧券）

※オンライン（ライブ配信）の実施はありません。
※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、イベントの内容を変更またはイベントを
　中止とする場合があります。 あらかじめご了承ください。

主 催 国立民族学博物館

（イベント申込み等の詳細についてはホームページをご確認ください）

焼畑から見た
日本の文化
上映作品 「椿山―焼畑に生きる」

映画会
企画展「焼畑―佐々木高明の見た五木村、そして世界へ」関連イベント

高知県池川町椿山にて（撮影：佐々木高明）高知県池川町椿山にて（撮影：佐々木高明）

ヒエの穂（宮崎県椎葉村、 撮影：山本紀夫）ヒエの穂（宮崎県椎葉村、 撮影：山本紀夫）

2022年5月5日（木・祝） 13:30～16:00（開場13:00）
2020年 / モンゴル・ドイツ合作 / 96分 / モンゴル語 / 日本語字幕付き
監督　ビャンバスレン・ダワー
出演　バト＝イレードゥィ・バトムンフ　エネレル・トゥメン
解説　小長谷有紀 （国立民族学博物館　客員教員）
司会　島 村 一 平 （国立民族学博物館　准教授）

Дэлхийн судал / Die Adern Der Welt / Veins of the World

日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展
 「邂逅する写真たち─モンゴルの100年前と今」関連イベント

ⓒ Tarek Tabet

会　場　国立民族学博物館　みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定　員　160名  入場整理券を11:00から本館２階会場前にて配布します。
参加費　無料（要展示観覧券）
申　込　要事前申込み （詳細は裏面とホームページをご覧ください）
主　催　国立民族学博物館
共　催　鳥取大学乾燥地研究センター

日本初公開

みんぱく映画会
日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展
「邂逅する写真たち─モンゴルの100年前と今」関連イベント

映画解説
　ドイツ在住のモンゴル人女性監督ビャンバスレンは、これまで「らくだの涙」や「天空の草原のナンサ」など、
他者からの視線を大いに意識しながら、モンゴル遊牧民の生活の伝統的な姿と変容に焦点をしぼって、自文化
を紹介する映画を制作してきた。今回は、さらにその延長線上にありつつも、鉱物資源開発に的をあてて、グロ
ーバルな課題と地域文化を接合する映画をつくりだした。国際的な開発がモンゴルではどのように現れるかが
具体的に明瞭に描かれている。
　モンゴルの草原部に暮らす11歳の少年アマラは、両親と妹と一緒に遊牧生活を送っていた。父は車の整備士
として働き、母は自家製チーズをつくって地元の市場で売る。そんな平穏な日常が、金鉱を採掘しようとする
国際的な鉱山会社の侵入によって脅かされていく。少年が母とともに経験する苦難と成長は、鉱物資源開発に
よる環境破壊といま、まさに向き合わなければならないモンゴル人の運命そのものである。（小長谷有紀）

モンゴルの環境問題
　モンゴル国の環境問題は大きく３つに分けられるだろう。
　第一に、温暖化による砂漠化。気候変動により、モンゴル全土の76.9％に砂漠化が進んでいる。そこで、フレ
ルスフ大統領は2021年10月の国連総会で、2030年までに10億本の植樹キャンペーンを実施すると約束した。
実際に10月4日から「10億本の植林」キャンペーンがスタートし、大統領自ら、ウランバートル市内で植林した。
全国の7.9％を占めている森林の面積を2030年に9％に拡大する目標が立てられている。樹木が地下の水分を
蒸発させてしまうという課題は軽視されているようだ。
　第二に、首都ウランバートルの大気汚染。2018年1月の大気汚染は世界保健機関が定めたPM2.5の国際
的な安全基準値の133倍と計測され、世界最悪の値に達した。2019年5月、政府は5割削減を目標に、生石炭
の市内搬入を禁止して改良固形燃料の豆炭を導入した。しかし、豆炭による一酸化中毒が発生するなど転換
にも障壁がある。
　第三に、鉱物資源開発による環境破壊。モンゴルには鉱物資源が約80種類あり、鉱床と鉱床になりそうな
鉱徴が合わせて6000箇所もある。それらのうち重要なものは「戦略的鉱床」に指定され、露天掘りによる粉塵
や、大勢の移住労働者による水不足をもたらしている。と同時に、「資源の呪い」と言われるように、汚職と経済
格差をもたらして社会環境も劣化させている。一方、大がかりな機械を必要としない金の採掘には、ニンジャと
呼ばれる零細な採掘者が従事してきた。砂金を洗う洗面器をかつぐ姿が、アメリカで流行したアニメ「ニンジャ・
タートルズ」に似ていたからである。河川の断流、選鉱に用いる水銀による土壌汚染などの問題が山積みの
ままである。
　こうした諸問題はモンゴル人自身が解決していかなければならないことを本映画はさりげなく伝えている。

（小長谷有紀）

2022年の春はモンゴルとの新しい出会いが待っています。 みんぱくの特別展には約100年前の古い
写真が満載。 さらに現在の社会的課題も写し取っています。 とりわけ環境問題については、 この
映画によって、 写真の背後にある人びとの息づかいを感じてください。 上映後はさらに詳しく、 映画
の背景についてお話いたします。

ⓒ Tarek Tabet

2020年 / モンゴル・ドイツ合作 / 96分 / モンゴル語 / 日本語字幕付き

監督　ビャンバスレン・ダワー
出演　バト＝イレードゥィ・バトムンフ　エネレル・トゥメン

ご来館のみなさまへ 新型コロナウイルス感染症の状況によっては、会期・イベント等を変更・中止する場合があります。
事前にホームページでご確認ください。またオンライン予約でのご来館にご協力ください。

●開館時間…………10:00～17:00（入館は16:30まで）
●休館日……………水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）
　　　　　　　　　ただし5月4日（水・祝）、5月5日（木・祝）は開館。5月6日（金）は休館。
交通のご案内
●大阪モノレール…「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
●バス………………阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
●乗用車……………万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分
※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
　同園内を無料で通行できます。
※高校生以下の方、「国立民族学博物館友の会」会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、
　みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証をお受け取りください。
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

●観覧料……………一般 580円／大学生 250円／高校生以下 無料
　　　　　　　　　　   ※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

〒565-8511 
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課　博物館事業係
Tel: 06-6878-8210  Fax: 06-6878-8242
https//www.minpaku.ac.jp/

2022年5月5日（木・祝） 
13:30～16:00（開場13:00）
会　場　国立民族学博物館
　　　　みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定　員　160名
　　　　入場整理券を11:00から本館2階会場前にて配布します。
参加費　無料（要展示観覧券）
申　込　要事前申込み
　　　　（詳細は下記とホームページをご覧ください）

解　説　小長谷有紀 （国立民族学博物館　客員教員）
司　会　島 村 一 平 （国立民族学博物館　准教授）
主　催　国立民族学博物館
共　催　鳥取大学乾燥地研究センター

Дэлхийн судал / Die Adern Der Welt / Veins of the World

日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展

邂逅する写真たち
─モンゴルの100年前と今
2022年3月17日（木）─5月31日（火）
会場  国立民族学博物館 特別展示館
※詳細は当館ホームページをご確認ください。

みんぱく映画会

焼畑から見た日本の文化
上映作品「椿山─焼畑に生きる」
2022年4月30日（土）
会場  国立民族学博物館
　　  みんぱくインテリジェントホール（講堂）
※詳細は当館ホームページをご確認ください。

日本初公開

申込方法
事前予約・定員制（先着順）での開催となります。●定員：160名　●代表者を含め2名までお申込み可能です。●受付期間：4月4日㈪ 10:00～4月28日㈭ 17:00
定員になり次第受付終了　※解説時に手話通訳が必要な方は、4月15日㈮までにお申込みいただき、その旨をお知らせください。
事前申込みをされた方には、当日11:00から本館2階会場前にて入場整理券を配布します。　定員に満たない場合のみ当日参加を受付けます。　
予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。　※オンライン（ライブ配信）の実施はありません。

〈イベント予約サイトからのお申込み〉　イベント予約サイト　https://entry-reservation-event.minpaku.ac.jp/
〈メール・電話でのお申込み〉　（次の必要事項をお知らせください。）　①件名に「5月5日みんぱく映画会」　②参加人数（代表者含め2名まで）　
　③氏名（漢字、フリガナ）　④連絡先（固定電話/携帯電話/メールアドレス いずれか）　⑤お住まいの都道府県（③～⑤は代表者のみ）

【申込先】企画課博物館事業係イベント予約受付　E-mail：yoyaku-event@minpaku.ac.jp　Tel：06-6878-8210（10:00～16:00 土日祝除く）

イベント予約サイト
QRコード↓

事前予約・定員制（先着順）での開催となります。受付期間 8月12日（水）～9月10日（木） （定員になり次第受付終了）
当館ホームページのイベント予約専用サイトよりお申込みください。（本人を含め2名まで）
メール・電話でのお申込みも受け付けます。次の必要事項をお知らせください。
①件名に「9月12日ワールドシネマ」  ②参加人数  ③氏名（漢字、フリガナ）  ④電話番号  ⑤メールアドレス  ⑥住所（③～⑥は参加者全員分）
【申込先】 千里文化財団イベント予約受付  E-mail. yoyaku-event@minpaku.ac.jp  Tel. 06-6877-8894 （9時～16時 土日祝を除く）
定員に満たない場合当日参加を受け付けますが、満席の場合は入場できません。予約状況はイベント予約専用サイトでご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の予防のため、イベントを変更・中止する場合がございます。また、ご入館に際しては感染症対策にご協力ください。
詳しくは、ホームページをご確認ください。　※解説時に手話通訳が必要な方は8月21日（金）までにお申し込みいただき、その旨をお知らせください。

場所　国立民族学博物館　講堂
定員　112名
　　　事前予約の方は入場整理券を11:00から本館2階講堂前にて配付します。
主催　国立民族学博物館

第48回上映会

2020年9月12日［土］ 13:30～16:30（開場13:00）                   / L'insulte
2017年／レバノン・フランス／113分／アラビア語／日本語字幕付き
監督／ジアド・ドゥエイリ
出演／アデル・カラム　カメル・エル＝バシャ

司会・解説　菅瀬晶子（国立民族学博物館　超域フィールド科学研究部・准教授）
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映像 考 ＜人類 未来＞

要展示観覧券（一般 580円）

     

新型コロナウイルス感染症対策のため通常と受付方法が異なります

申込方法

展示のご案内

梅棹忠夫生誕100年記念企画展
「知的生産のフロンティア」
2020年9月3日（木）～10月20日（火）
観覧料：一般580円　場所：本館企画展示場

特別展 先住民の宝
2020年10月1日（木）～12月15日（火）
観覧料：一般880円　場所：特別展示館
ご来館の際は当館HPで最新情報をご確認ください。

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館・准教授　菅瀬晶子

　映画がこの世に誕生して、120年あまり。最初は
日常生活の一端を切り取ったものでした。いまや日
本では年間に1300本に迫る数の映画が公開さ
れ、その内容も多種多様です。世界のさまざまな
地域で、現在進行形で起きている問題を扱う作品
も年々増えてきました。問題意識を喚起する手段と
して、映画は実に有効なのです。
　みんぱくワールドシネマでは、所属する研究者の
個別研究や現在進められている研究プロジェクト
の内容に沿った映画を選び、その内容を研究者
が解説することによって、最新の研究成果と映画
のより深い理解を観客のみなさまと共有することを
目的としています。紛争、差別、環境変動などを超
えて、異なる価値観を持つ人びとはどう共存してゆ
くべきか。終映後、あらたな視座がみなさまの中に
生まれれば、さいわいです。

みんぱく映画会

映像 考 ＜人類 未来＞

PHOTO© TESSALIT PRODUCTIONS ‒ ROUGE INTERNATIONAL

判決、ふたつの希望　　　　　　 / L'insulte 
2017年／レバノン・フランス／113分／アラビア語／日本語字幕付き
監督／ジアド・ドゥエイリ
出演／アデル・カラム　カメル・エル＝バシャ

　国立民族博博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、研究者による解説つきの映画上映会「みん
ぱくワールドシネマ」を開催してきました。今年度も引き続き「映像から考える＜人類の未来＞」をテーマとし、
故郷を離れて暮らす人びとに焦点を絞った作品を２本、上映いたします。今回の作品は、ベイルートを舞台
にしたレバノン＝仏映画「判決、ふたつの希望」です。レバノン人とパレスチナ難民のささいな口論が発展して
社会を混乱させ、法廷で複雑な過去の真実が明るみになっていく様をとおして、異なる価値観をもつ人びと
がどのように共存していくことができるかを考えたいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第48回上映会
2020年9月12日（土）13:30～16:30 （開場13:00）
場所　国立民族学博物館　講堂
定員　112名
　　　事前予約の方は入場整理券を11:00から本館2階講堂前にて配付します。
主催　国立民族学博物館
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　　

司会・解説　菅瀬晶子（国立民族学博物館　超域フィールド科学研究部・准教授）
映画解説
　1990年の内戦終結後も、いまだ根深い遺恨がくすぶり続けるレバノンの首都ベイルートを舞台に、キリスト
教徒のレバノン人とイスラーム教徒のパレスチナ人との個人的な諍いが、やがて国家全土も巻き込む大論
争へと膨らむ顛末を描く人間ドラマ。難民キャンプで暮らし、不法就労ながら建設業の現場監督として信頼
を得るヤーセルは、作業中にトラブルとなったトニーが営む工場に謝罪に赴くが、パレスチナ人への憎悪むき
出しの侮蔑の言葉に耐えかね、殴り倒し重傷を負わせてしまう。トニーの告訴を経て、原告と被告両陣営の
思惑や複雑な要素が入り混じる厄介な裁判が進展するうちに、周辺諸国も絡むレバノンの暴力と報復の
歴史や、意固地が災いし負の連鎖に陥る当事者二人の悲痛な記憶までもが、次第にあぶり出されていく。
ベイルート出身で法律一家に育ち、映画制作を学んだ米国ではクエンティン・タランティーノ監督作品にも
参加したジアド・ドゥエイリ監督は、実体験を基に、リアリティ溢れる社会性とエンターテインメント性とを併せも
つ法廷劇へと昇華。政治や宗教を超えたところに、ひとの相互理解が成立し得ることを力強く謳う、レバノン
初のアカデミー賞外国語映画賞候補となるなど世界を席巻した話題作だ。（映画評論家 服部香穂里）

正義なき、しかし情ある世界の片隅で
　レバノンは今、映画ファンからちょっとした注目を浴びている国である。昨年公開された『存在のない子供
たち』と『セメントの記憶』は、ともに国家から顧みられず、大都会ベイルートの繁栄の犠牲となったシリア難
民たちの姿を、情け容赦なくカメラにおさめた秀作である。しかしながら、難民の待遇をめぐる問題はシリア
紛争（2011年～）以前からずっとこの国でくすぶり、対立の火種となってきた。1948年以降この国に大量に
逃れてきたパレスチナ難民は、レバノン市民権を得られず無国籍のまま、差別を受ける存在である。1975
年から15年間続いたレバノン内戦は、まさにこの数年前、ヨルダンを追われてきたパレスチナ解放機構と、マ
ロン派キリスト教徒を中心とする極右政党カターイブ（本作の主人公のひとりトニーが支持する、レバノン軍
団の母体）の対立が発端となって起こった。内線の傷は今も、人びとの心に深く刻まれている。
　「この国の誰もが紛争に慣れすぎてしまった」。終盤、トニーの弁護士がいみじくも述べるように、レバノン
人もパレスチナ人も、紛争にかかわる話題になると感受性が鈍磨したかのような一面をみせることを、わた
しは調査中しばしば感じてきた。そのたびにうんざりしつつ、同時に今どき日本ではお目にかかることのない
懐深い情をみせられ、結局その情にほだされて長年かの地に通っている。正義など中東のどこにもないと、
誰もが言う。しかし正義なき世界を救う情は、まだパンドラの箱の底に残っている。そんなことを感じさせてく
れる傑作である。（菅瀬晶子）

要展示観覧券（一般 580円）

　　　　 

次回作品  ２０20年11月7日（土）予定

僕の帰る場所
Passage of Life
2017年／日本・ミャンマー／98分／日本語・ミャンマー語／
日本語字幕付き
監督／藤元明緒　出演／カウン・ミャッ・トゥ　ケイン・ミャッ・トゥ

ⒸE.x.N K.K. 

E-mail : yoyaku-event@minpaku.ac.jp

事前予約・定員制での開催となります。受付期間 10月7日（水）～11月5日（木） （定員になり次第受付終了）
当館ホームページのイベント予約サイトよりお申込みください。（本人を含め2名まで）
メール・電話でのお申込みも受け付けます。次の必要事項をお知らせください。
①件名に「11月7日ワールドシネマ」  ②参加人数  ③氏名（漢字、フリガナ）  ④電話番号  ⑤メールアドレス  ⑥住所（③～⑥は参加者全員分）
【申込先】 千里文化財団イベント予約受付  E-mail: yoyaku-event@minpaku.ac.jp  Tel: 06-6877-8894 （9時～16時 土日祝を除く）
定員に満たない場合当日参加を受け付けますが、満席の場合は入場できません。予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の予防のため、イベントを変更・中止する場合がございます。また、ご入館に際しては感染症対策にご協力ください。
詳しくはホームページをご確認ください。　※解説時に手話通訳が必要な方は10月16日（金）までにお申し込みいただき、その旨をお知らせください。

場所　国立民族学博物館　講堂
定員　112名
　　　事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階講堂前にて配付します。
主催　国立民族学博物館

第49回上映会

2020年11月7日［土］ 13:30～16:30（開場13:00） Passage of Life
2017年／日本・ミャンマー／98分／日本語・ミャンマー語／日本語字幕付き
監督／藤元明緒
出演／カウン・ミャッ・トゥ　ケイン・ミャッ・トゥ

司会　菅瀬晶子 （国立民族学博物館　超域フィールド科学研究部・准教授）
解説　田村克己 （国立民族学博物館・名誉教授）

© E.x.N K.K.

映像 考 ＜人類 未来＞

第49回上映会

117 Passage of Life

© E.x.N 

要展示観覧券（一般 580円）

新型コロナウイルス感染症対策のため通常と受付方法が異なります

申込方法

展示のご案内

特別展 先住民の宝
2020年10月1日（木）～12月15日（火）
観覧料：一般880円　
場所：特別展示館

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館・准教授　菅瀬晶子

　映画がこの世に誕生して、120年あまり。最初は
日常生活の一端を切り取ったものでした。いまや日
本では年間に1300本に迫る数の映画が公開さ
れ、その内容も多種多様です。世界のさまざまな
地域で、現在進行形で起きている問題を扱う作品
も年々増えてきました。問題意識を喚起する手段と
して、映画は実に有効なのです。
　みんぱくワールドシネマでは、所属する研究者の
個別研究や現在進められている研究プロジェクト
の内容に沿った映画を選び、その内容を研究者
が解説することによって、最新の研究成果と映画
のより深い理解を観客のみなさまと共有することを
目的としています。紛争、差別、環境変動などを超
えて、異なる価値観を持つ人びとはどう共存してゆ
くべきか。終映後、あらたな視座がみなさまの中に
生まれれば、さいわいです。

みんぱく映画会

映像 考 ＜人類 未来＞

ⒸE.x.N K.K. 

　国立民族学博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、研究者による解説つきの映画上映会「みん
ぱくワールドシネマ」を開催してきました。今年度も引き続き「映像から考える＜人類の未来＞」をテーマとし、
故郷を離れて暮らす人びとに焦点を絞った作品を２本、上映いたします。今回の作品は、ある在日ミャンマー
人一家を描いた日本＝ミャンマー合作「僕の帰る場所」です。入国管理局に捕まっている父親、日本での
不安定な生活を心配する母親と、日本の生活様式の中で成長する兄と弟の四人家族の日常生活、そして、
ミャンマーへの帰還をとおして、異なる土地で暮らす移民、難民について考えたいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第49回上映会
2020年11月7日（土）13:30～16:30 （開場13:00）
場所　国立民族学博物館　講堂
定員　112名
　　　事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階講堂前にて配付します。
主催　国立民族学博物館
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　　

司会　菅瀬晶子（国立民族学博物館　超域フィールド科学研究部・准教授）
解説　田村克己（国立民族学博物館・名誉教授）

映画解説
　祖国を離れて日本での平穏な生活を夢見るも、難民認定制度に翻弄される、ミャンマー人家族の
葛藤の軌跡を見つめる人間ドラマ。東京郊外のアパートで暮らす母ケインは、日本に溶け込む小学生の
兄カウンと甘えん坊の弟の子育てに奮闘しつつ、一向に難民申請の許可が下りない不安や、夫が不法
滞在を理由に入国管理局に連行されるなど心労が重なり、病院に搬送されてしまう。夫を日本に残した
まま、息子ふたりを連れて帰国したケインは、母と兄の家族が暮らす実家で健康を取り戻していくが、
ミャンマー語も話せず文化の違いにとまどうばかりのカウンは、日本に帰りたい思いを募らせ家を飛び出す。
本作で長篇デビューを飾る藤元明緒監督は、実の兄弟とその母親をキャストに迎え、前半は親世代の、
後半は子ども世代の心情を軸に、仲のよい家族間にさえ齟齬が生じる移民を取り巻く複雑な側面を、一家
の目線を尊重するべく誠実かつ細やかに描出。生きる場所や国籍がどこであれ、幸せを願い合える存
在を拠りどころにすれば、心はいつでもひとつになれると、胸に染みわたる普遍的な家族劇に紡ぎ上げ、
東京国際映画祭“アジアの未来部門”ではグランプリなど2冠に輝いた。（映画評論家 服部香穂里）

ミャンマーの明日を考える
　私は、この映画を次の二つの観点から、とても興味深く鑑賞しました。一つは、主人公一家の、日本と
ミャンマーにおける生活の細部や言動の違いです。それが、家族間の軋轢や、カウン少年の苛立ち、
戸惑いなどを生み出すことになりますが、異文化をまたいで生きていくことの難しさを映像をとおして語って
くれます。もう一つは、家族の在り方です。ミャンマーは人と人とのつながりが大切にされますが、それが
最も濃密に表れ展開するのが家族という場です。今ミャンマー社会は、「転換期」にあるといえます。
映画上映会の翌日となる11月8日は、アウンサンスーチーさんの「民主化」政権を問う総選挙です。この
映画は、単に政治だけでなく、社会の在り方を含めたミャンマーの明日を考える機会を与えてくれます。
（田村克己）

要展示観覧券（一般 580円）

E-mail : yoyaku-event@minpaku.ac.jp

僕の帰る場所　 Passage of Life 
2017年／日本・ミャンマー／98分／日本語・ミャンマー語／日本語字幕付き
監督／藤元明緒
出演／カウン・ミャッ・トゥ　ケイン・ミャッ・トゥ
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映画会

交通のご案内
「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分

●開館時間…………
●観覧料……………

●大阪モノレール…
●バス………………
●乗用車……………

※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
　同園内を無料で通行できます。
※高校生以下の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、みんぱくへ行くことをお申し出いただき、　
　通行証をお受け取りください。
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

10:00 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
一般 580円／大学生 250円／高校生以下 無料
※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

●休館日 水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）

〒565-8511 
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課博物館事業係
Tel: 06-6878-8210  Fax: 06-6878-8242
https://www.minpaku.ac.jp/

新型コロナウイルス感染症の予防のため、会期・イベント等を変更・中止する場合があります。
事前にホームページでご確認ください。またオンライン予約でのご来館にご協力ください。ご来館のみなさまへ

セネガルを越える人と地域ラジオ

撮影：2017年
監修：三島禎子
上映時間：65分
解説：三島禎子（本館 准教授）
司会：福岡正太（本館 教授）

みんぱく映像民族誌シアター

2021.1.23［土］13:30～16:00 2021.1.30［土］13:30～16:00

2021.2.13［土］14:00～16:00 2021.2.27［土］13:30～16:00

ネパールのサーランギ音楽

撮影：2016年～2018年
監修：南真木人、藤井知昭
上映時間：77分
解説：南真木人（本館 准教授）
司会：福岡正太（本館 教授）

常ならざる音 ―耳を通して異界とつながる― カンボジア クメール人の伝統芸能

舞台となるのは西アフリカのセネガル河上流域で、セネガルやモーリタニア、マリが
国境を接する場所です。ここでは政府の資金を導入しない地元主体でおこなわれる
「文化週間」が10年以上にわたって開催されています。この行事の立ち上げから
運営に深くかかわっている地域ラジオ局、そして小さな経済活動を通じて地域社会
を活性化させる女性グループやグリオとよばれる伝統楽師ら、「文化週間」を
になう人びとに焦点をあてながら、このような運動の意義を考えます。

サーランギはネパールの弓奏弦楽器です。カトゥマンドゥでサーランギを演奏
する楽師カーストのガンダルバは２つの系統に分かれます。地方から上京し、
ツーリスト街でサーランギの弾き語りをしてきたガンダルバ、そして古くから
カトゥマンドゥ盆地で暮らし、王宮付き楽師の伝統をもつガンダルバです。
多様なサーランギ奏者から、ガンダルバの生業としての音楽の変遷をたどり、
サーランギとその音楽の今後を展望します。

姿かたちが見えずに、異音として感じられる「何か」に、人は畏れおののきます。
また、神／カミ、精霊といった見えない力に人間が働きかける際にも音は重要な
役割を果たしています。この作品では日本の祭事・神事から、不思議な常なら
ざる音によって異界とつながったり、この世ならざるモノに働きかけたりする
4つの事例を紹介します。

1999年、カンボジアの長い内戦の時代が終わり、人びとは伝統的な芸能の復興に
力を入れていました。国立民族学博物館は、カンボジア人研究者の協力を得て、
大型影絵芝居スバエク・トムを映像で記録しました。伝承が途絶えていた影絵芝居
の復活に努力した一座の長老ティー・チアンさん（2000年没）の姿を紹介します。
あわせて小型影絵芝居スバエク・トーイと仮面劇ラカオン・カオルの映像も上映します。

撮影：2017年～2018年
監修：山中由里子
上映時間：33分
解説：山中由里子（本館 教授）
司会：福岡正太（本館 教授）

撮影：1999年～2000年
監修：サムアン・サム、
　　  寺田　孝、福岡正太　
上映時間：72分
解説：福富友子
　　（東京外国語大学 非常勤講師）
　　  寺田　孝（本館 名誉教授）
司会：福岡正太（本館 教授）

参加費：無料　定員：100名（要事前申込・先着順）オンライン開催となります。ご注意ください。

本館製作オリジナルDVD「みんぱく映像民族誌」シリーズから、次の収録作品を上映し、監修者によるトークもおこないます。

事前申込での開催となります。（定員に達し次第受付終了）
当館ホームページのイベント予約サイトよりお申込みください。

https://entry-reservation-event.minpaku.ac.jp/
予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の予防のため、イベントを変更・中止する場合がございます。
詳しくは、当館ホームページをご確認ください。

［事前申込期間］ 受付中～2021/1/12（火）17：00 ［事前申込期間］ 受付中～2021/1/12（火）17：00

［事前申込期間］ 2021/1/13（水）9：00～2021/2/2（火）17：00 ［事前申込期間］ 2021/1/13（水）9：00～2021/2/2（火）17：00

事前申込

方法

↑イベント予約サイト↑

場所　国立民族学博物館　講堂
定員　160名　事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階講堂前にて配付します。
主催　国立民族学博物館

第50回上映会
©Vidhu Vinod Chopra Films Pvt. Ltd.

映像 考 ＜人類 未来＞

第50回上映会
©Vidhu Vinod Chopra Films Pvt. Ltd.

要展示観覧券（一般 580円）

新型コロナウイルス感染症対策のため通常と受付方法が異なります

申込方法

日本初公開
Lage Raho Munna Bhai
2006年／インド／144分／ヒンディー語／日本語字幕付き
監督／ラージクマール・ヒラ二
出演／サンジャイ・ダット　アルシャド・ワルシ　ヴィディヤ・バラン

司会　松尾瑞穂 （国立民族学博物館 准教授）
解説　杉本良男 （国立民族学博物館 名誉教授）

2021年9月11日［土］ 13:00～16:15（開場12:30）
※開場時間と上映開始時間がこれまでより30分早くなっております。

事前予約・定員制（先着順）での開催となります。受付期間 8月12日（木）10時～9月3日（金）17時 （定員になり次第受付終了）
当館ホームページのイベント予約サイトよりお申込みください。（代表者を含め2名まで）
メール・電話でのお申込みも受付ます。次の必要事項をお知らせください。
①件名に「9月11日ワールドシネマ」  ②参加人数（代表者含め2名まで）  ③氏名（漢字、フリガナ）  ④連絡先（固定電話／携帯電話／メールアドレスのいずれか）  
⑤お住まいの都道府県 （③～⑤は代表者のみ）
【申込先】 企画課博物館事業係イベント予約受付  E-mail: yoyaku-event@minpaku.ac.jp  Tel: 06-6878-8210 （10時～16時 土日祝を除く）
定員に満たない場合のみ当日参加を受付ます。予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の予防のため、イベントを変更・中止する場合がございます。また、ご入館に際しては感染症対策にご協力ください。
詳しくはホームページをご確認ください。　※解説時に手話通訳が必要な方は8月20日（金）までにお申し込みいただき、その旨をお知らせください。 イベント予約サイト↑

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館 准教授　菅瀬晶子

　映画がこの世に誕生して、120年あまり。最初は
日常生活の一端を切り取ったものでした。いまや日
本では年間に1300本に迫る数の映画が公開さ
れ、その内容も多種多様です。世界のさまざまな
地域で、現在進行形で起きている問題を扱う作品
も年々増えてきました。問題意識を喚起する手段と
して、映画は実に有効なのです。
　みんぱくワールドシネマでは、所属する研究者の
個別研究や現在進められている研究プロジェクト
の内容に沿った映画を選び、その内容を研究者
が解説することによって、最新の研究成果と映画
のより深い理解を観客のみなさまと共有することを
目的としています。紛争、差別、環境変動などを超
えて、異なる価値観を持つ人びとはどう共存してゆ
くべきか。終映後、あらたな視座がみなさまの中に
生まれれば、さいわいです。

みんぱく映画会

映像 考 ＜人類 未来＞

©Vidhu Vinod Chopra Films Pvt. Ltd.

日本初公開

次回作品  2022年2月12日（土）予定

特別展

ユニバーサル・ミュージアム
──さわる！“触”の大博覧会
2021年9月2日（木）─11月30日（火）
観覧料：一般880円　場所：特別展示館

企画展

躍動するインド世界の布
2021年10月28日（木）─2022年1月25日（火）
観覧料：一般580円　場所：本館企画展示場
※詳細は当館ホームページをご確認ください。

テルアビブ・オン・ファイア
 / Tel Aviv on Fire

２０１８年／ルクセンブルク・フランス・イスラエル・ベルギー合作
／97分／ヘブライ語・アラビア語／日本語字幕付き
監督　サメフ・ゾアビ
出演　カイス・ナシェフ　ヤニブ・ビトン

©Samsa Film - TS Productions - Lama Films - Films From There - Artémis Productions C623

ムンナ兄貴とガンディー　 Lage Raho Munna Bhai
2006年／インド／144分／ヒンディー語／日本語字幕付き
監督／ラージクマール・ヒラ二
出演／サンジャイ・ダット　アルシャド・ワルシ　ヴィディヤ・バラン

　国立民族学博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、研究者による解説つきの映画上映会
「みんぱくワールドシネマ」を開催してきました。 今年度も「映像から考える＜人類の未来＞」をテーマとし、世界
の人びとのさまざまな生活・考え方を描いた映画とともに、よりよい未来を考えていきます。 今回の作品はインド
映画「ムンナ兄貴とガンディー」です。 ヤクザ者のムンナがひょんなことからガンディーの幻に出会うようになり、 
彼の助言を実際の社会や日常生活の中で実践していくという奇想天外なストーリー。 インド映画の名作とし
て名高いこの作品をとおして、 現代社会におけるガンディーの思想について改めて考えたいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第50回上映会
2021年9月11日（土）13:00～16:15 （開場12:30）
※開場時間と上映開始時間がこれまでより30分早くなっております。
場所　国立民族学博物館　講堂
定員　160名　事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階講堂前にて配付します。
主催　国立民族学博物館
協力　在大阪・神戸インド総領事館 / 東京外国語大学 TUFS Cinema
　　　Vidhu Vinod Chopra Film Pvt.Ltd. / Director Rajkumar Hirani (India)
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　　

司会　松尾瑞穂（国立民族学博物館 准教授）
解説　杉本良男（国立民族学博物館 名誉教授）
映画解説
　ふとしたきっかけでマハトマ・ガンディーの幻影が見えるようになったヤクザ者が、 ガンディーの信念
を柔軟かつ大胆に応用して現代の理不尽に立ち向かう、 日本劇場未公開の痛快コメディ。 義侠心溢
れる弟分を引き連れ、 時には暴力にも訴えてきたムンナ兄貴は、憧れの女性DJに好かれたい一心で、 
自身を大学教授と偽り不慣れな猛勉強に励んだところ、 かのガンディーが彼の眼前にのみ姿を現す
ように。 強力な守護神を得て、 ラジオのお悩み相談を引き受けた彼は、 ガンディー直々の回答を自己流
に咀嚼し伝え、 ムンバイ中の大衆の心を掴むが、 第二の人生を楽しむための高齢者施設も兼ねた、 
愛しの彼女の邸宅乗っ取りを目論む魔の手が忍び寄る。 後に「きっと、うまくいく」（09）などの傑作を
生むラージクマール・ヒラニ監督は、 屈強な腕っぷしで渡り歩いてきたアウトローが、 愛や非暴力の尊さ
に目覚めて変貌するさまや、 社会の裏も表も知る彼らしい実感こもる言葉に突き動かされる人びとを、 
巧みな伏線や細やかな描写を重ねて生き生きと映し出す。 ガンディーとは似ても似つかぬ男の飛躍を
通し、 その哲学に新たな光を当て、 誠実に心を開き行動で示すことの意義を改めて謳う、 映画大国
インドならではの味わい豊かな佳篇だ。 （映画評論家 服部香穂里）

ガンディーを再認識させたインド娯楽映画
　インドのガンディーを扱った映画は、 イギリスのアッテンボロー監督による「ガンディー」（1982年）にすっかり
お株をとられた感があるなかで、 「ムンナ兄貴とガンディー」は、 直接ガンディーの生涯を扱ってはいるわけ
ではないが、 その存在が重要な意味を持つ映画である。 この映画は典型的なボリウッド娯楽映画で、 ヤク
ザ者のムンナ・バーイを主役にしたシリーズの二作目である。 主演はサンジャイ・ダットで、 第一作目には父役
として実父の大スター、 スニル・ダットが出演していた。 ストーリーが荒唐無稽である上に、 私生活でもなに
かと問題の多いサンジャイ・ダットが主役をつとめていて楽屋落ちに笑えるのだが、 映画は大ヒットとなった。 
大衆娯楽映画部門をはじめ４部門で2006年度国民映画賞をうけたほか、 国内の映画賞を数かず獲得し
た。 さらに、 海外からの批評もすこぶるよくて、 国際的に高く評価され、 さまざまな栄誉を受けている。 「ムン
ナ兄貴とガンディー」は、 アッテンボロー版の「ガンディー」に対するインドからの応答のようになった。 ガンディ
ーに学んで行動するそれまでの「ガンディー主義」をもじった、 より大衆的な「ガンディーギリ」（ガンディー気
取り）を流行させて社会的にも大きな影響を与えたのである。 （杉本良男）

場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）

定員　160名 事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階会場入口にて配付します。
主催　国立民族学博物館

第50回上映会
© Samsa Film - TS Productions - Lama Films - Films From There -｠Artémis Productions C623

映像 考 ＜人類 未来＞

第50回上映会
© Samsa Film - TS Productions - Lama Films - Films From There -｠Artémis Productions C623

要展示観覧券

新型コロナウイルス感染症対策のため通常と受付方法が異なります

申込方法

 / Tel Aviv on Fire
2018年／イスラエル・ルクセンブルク・フランス・ベルギー／97分／
ヘブライ語・アラビア語／日本語字幕付き
監督／サメフ・ゾアビ
出演／カイス・ナシェフ　ヤニブ・ビトン

司会・解説　菅瀬晶子 （国立民族学博物館 准教授）

2022年2月12日［土］ 13:30～15:50（開場13:00）

事前予約・定員制（先着順）での開催となります。受付期間：2022年1月13日（木）10時～2月4日（金）17時 （定員になり次第受付終了）
当館ホームページのイベント予約サイトよりお申込みください。（代表者を含め2名まで）
メール・電話でのお申込みも受付けます。次の必要事項をお知らせください。
①件名に「2月12日ワールドシネマ」  ②参加人数（代表者含め2名まで）  ③氏名（漢字、フリガナ）  ④連絡先（固定電話／携帯電話／メールアドレスのいずれか）  
⑤お住まいの都道府県 （③～⑤は代表者のみ）
【申込先】 企画課博物館事業係イベント予約受付  E-mail: yoyaku-event@minpaku.ac.jp  Tel: 06-6878-8210 （10時～16時 土日祝を除く）
定員に満たない場合のみ当日参加を受付けます。予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の状況によっては、イベントを変更・中止する場合がございます。また、ご入館に際しては感染症対策にご協力ください。
詳しくはホームページをご確認ください。　※解説時に手話通訳が必要な方は1月21日（金）までにお申し込みいただき、メールにてその旨をお知らせください。 イベント予約サイト↑

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館 准教授　菅瀬晶子

　映画がこの世に誕生して、120年あまり。最初は
日常生活の一端を切り取ったものでした。いまや日
本では年間に1300本に迫る数の映画が公開さ
れ、その内容も多種多様です。世界のさまざまな
地域で、現在進行形で起きている問題を扱う作品
も年々増えてきました。問題意識を喚起する手段と
して、映画は実に有効なのです。
　みんぱくワールドシネマでは、所属する研究者の
個別研究や現在進められている研究プロジェクト
の内容に沿った映画を選び、その内容を研究者
が解説することによって、最新の研究成果と映画
のより深い理解を観客のみなさまと共有することを
目的としています。紛争、差別、環境変動などを超
えて、異なる価値観を持つ人びとはどう共存してゆ
くべきか。終映後、あらたな視座がみなさまの中に
生まれれば、さいわいです。

みんぱく映画会

映像 考 ＜人類 未来＞

日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展

邂逅する写真たち
──モンゴルの100年前と今
開催期間：2022年3月17日（木）─5月31日（火）
場所：国立民族学博物館 特別展示館

　国立民族学博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、研究者による解説つきの映画上映会
「みんぱくワールドシネマ」を開催してきました。 今年度も「映像から考える＜人類の未来＞」をテーマと
し、 世界の人びとのさまざまな生活・考え方を描いた映画とともに、よりよい未来を考えていきます。 今回
の作品はイスラエルほか合作「テルアビブ・オン・ファイア」です。 パレスチナで制作中のTVドラマのヘブ
ライ語監修をするパレスチナ人青年と、 彼が居住するエルサレムから撮影所に行くために毎日通る検問
所のイスラエル人司令官との、 緊張ある奇妙なやりとりをユーモアと皮肉たっぷりに描く作品をとおして、 
複雑なパレスチナ情勢とそれぞれの立場にいる人びとの心情を理解したいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第50回上映会
2022年2月12日（土）13:30～15:50 （開場13:00）
場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール （講堂）
定員　160名 事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階会場入口にて配付します。
主催　国立民族学博物館
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　　

司会・解説　菅瀬晶子（国立民族学博物館 准教授）
映画解説
　撮影所で働くパレスチナ人青年と検問所のイスラエル軍司令官が、 イスラエルでも人気のパレスチナ
の連続ドラマの脚本にまつわる駆け引きや攻防を繰り返すうちに、 奇妙な交流を育むコメディ。 異国に
憧れを抱きつつ、 プロデューサーの叔父のコネで、 第三次中東戦争前夜の1967年が舞台の『テルアビ
ブ・オン・ファイア』の現場でヘブライ語の指導など下働きをするサラームは、 自宅のあるエルサレムに帰る
途中に検問所で足止めを食らい、 イスラエル軍のアッシと出逢う。 妻も夢中のドラマ関係者と知ったアッ
シは、 ヒロインのパレスチナ人スパイの標的となるイスラエル軍の将軍役を膨らませるべく、 何かとサラー
ムを呼びつけては、 展開に口出しするようになる。 そんな提案も奏功し脚本家に昇進したサラームは、 ド
ラマの結末をめぐり、 実戦で闘った叔父や気まぐれなフランス人女優、 ハッピーエンドにこだわるアッシら
に振り回されながら、 誰もが納得する秘策を講じる。 1975年生まれのパレスチナ人監督サメフ・ゾアビ
は、 イスラエル人に敵意むき出しの旧世代にも、 理不尽な現状に甘んじる自身にも苛立つサラームが、 し
ぶとく活路を切り開く姿に、 パレスチナのジレンマと希望を投影。根深く続く対立に驚嘆の打開策で爆笑
をかっさらう、 ヴェネツィア国際映画祭で受賞するなど絶賛された注目作。 （映画評論家 服部香穂里）

強者の無邪気な傲慢と、したたかな弱者の生き残り戦略
　文化の盗用、 という言葉がある。ある文化圏の文化的象徴を、 別の文化圏の国や人間が自らのものだと
主張したり、 商業利用したりすることを意味する。 ことに「盗まれた」側がマイノリティである場合、 レイシズム
につながるとして問題視されることが多い。 たとえば、 本作で登場するホンモス（ヘブライ語ではフムス）。 こ
のひよこ豆のディップは、 パレスチナを含めた東地中海アラビア語圏の伝統料理のひとつだが、 イスラエルで
も人気がある。 問題なのは、 この料理がアラブ由来と知りつつ、 イスラエル人が「フムス」をイスラエルの代表
的な料理として海外で売り出していることである。 さらにアラブ人であれば、 誰もがフムスが好きで作るのも上
手いという先入観をもって見る。 ところが本作の主人公であるパレスチナ・アラブの青年サラームは、 イスラエ
ルの占領に由来するある理由でホンモスを苦手としている。 彼を脅迫するイスラエル軍の司令官アッシは、 
その理由を推し量ろうともしない。 まさに強者であるがゆえの無邪気な傲慢である。 移民国家であるイスラ
エルの食文化には、 東欧や南欧、 中東各地から「帰還」したユダヤ人が持ち寄った料理が入り交じってい
る。 建国70年以上を経て、 もはやフムスがイスラエルの食の一部であることは疑いようがない。 同様にパレス
チナ・アラブの生活にもサワークリームやブレッカス（南欧ユダヤ人由来の小型のチーズパイ）が入り込み、 両
者は文化的に混淆し、 依存しあっている。 しかしながら、 イスラエルが圧倒的強者である現状で、 果たして
平和的共存など成り立つのか？  したたかな弱者の生き残り戦略を、 ぜひとも見届けてほしい。 （菅瀬晶子）

テルアビブ・オン・ファイア
2018年／イスラエル・ルクセンブルク・フランス・ベルギー／97分／
ヘブライ語・アラビア語／日本語字幕付き
監督／サメフ・ゾアビ
出演／カイス・ナシェフ　ヤニブ・ビトン

 / Tel Aviv on Fire

© Samsa Film - TS Productions - Lama Films - Films From There -｠Artémis Productions C623

チョコ・ナイトクラブ　ⒸInjinaash, Bor　2017年

ご来館のみなさまへ 新型コロナウイルス感染症の状況によっては、会期・イベント等を変更・中止する場合があります。
事前にホームページでご確認ください。またオンライン予約でのご来館にご協力ください。

要展示観覧券

こんこう

100年前のモンゴルと現在のモンゴルが時空を
超えて出逢う、体験型の「写真展」。
詳細は当館ホームページをご覧ください。

2022年4月30日 土
13:00 （開場12:30）16:00
国立民族学博物館  みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定 員 160名
申 込 要事前申込

参加費 無料（要展示観覧券）

※オンライン（ライブ配信）の実施はありません。
※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、イベントの内容を変更またはイベントを
　中止とする場合があります。 あらかじめご了承ください。

主 催 国立民族学博物館

（イベント申込み等の詳細についてはホームページをご確認ください）

焼畑から見た
日本の文化
上映作品 「椿山―焼畑に生きる」

映画会
企画展「焼畑―佐々木高明の見た五木村、そして世界へ」関連イベント

高知県池川町椿山にて（撮影：佐々木高明）高知県池川町椿山にて（撮影：佐々木高明）

ヒエの穂（宮崎県椎葉村、 撮影：山本紀夫）ヒエの穂（宮崎県椎葉村、 撮影：山本紀夫）

2022年5月5日（木・祝） 13:30～16:00（開場13:00）
2020年 / モンゴル・ドイツ合作 / 96分 / モンゴル語 / 日本語字幕付き
監督　ビャンバスレン・ダワー
出演　バト＝イレードゥィ・バトムンフ　エネレル・トゥメン
解説　小長谷有紀 （国立民族学博物館　客員教員）
司会　島 村 一 平 （国立民族学博物館　准教授）

Дэлхийн судал / Die Adern Der Welt / Veins of the World

日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展
 「邂逅する写真たち─モンゴルの100年前と今」関連イベント

ⓒ Tarek Tabet

会　場　国立民族学博物館　みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定　員　160名  入場整理券を11:00から本館２階会場前にて配布します。
参加費　無料（要展示観覧券）
申　込　要事前申込み （詳細は裏面とホームページをご覧ください）
主　催　国立民族学博物館
共　催　鳥取大学乾燥地研究センター

日本初公開

みんぱく映画会
日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展
「邂逅する写真たち─モンゴルの100年前と今」関連イベント

映画解説
　ドイツ在住のモンゴル人女性監督ビャンバスレンは、これまで「らくだの涙」や「天空の草原のナンサ」など、
他者からの視線を大いに意識しながら、モンゴル遊牧民の生活の伝統的な姿と変容に焦点をしぼって、自文化
を紹介する映画を制作してきた。今回は、さらにその延長線上にありつつも、鉱物資源開発に的をあてて、グロ
ーバルな課題と地域文化を接合する映画をつくりだした。国際的な開発がモンゴルではどのように現れるかが
具体的に明瞭に描かれている。
　モンゴルの草原部に暮らす11歳の少年アマラは、両親と妹と一緒に遊牧生活を送っていた。父は車の整備士
として働き、母は自家製チーズをつくって地元の市場で売る。そんな平穏な日常が、金鉱を採掘しようとする
国際的な鉱山会社の侵入によって脅かされていく。少年が母とともに経験する苦難と成長は、鉱物資源開発に
よる環境破壊といま、まさに向き合わなければならないモンゴル人の運命そのものである。（小長谷有紀）

モンゴルの環境問題
　モンゴル国の環境問題は大きく３つに分けられるだろう。
　第一に、温暖化による砂漠化。気候変動により、モンゴル全土の76.9％に砂漠化が進んでいる。そこで、フレ
ルスフ大統領は2021年10月の国連総会で、2030年までに10億本の植樹キャンペーンを実施すると約束した。
実際に10月4日から「10億本の植林」キャンペーンがスタートし、大統領自ら、ウランバートル市内で植林した。
全国の7.9％を占めている森林の面積を2030年に9％に拡大する目標が立てられている。樹木が地下の水分を
蒸発させてしまうという課題は軽視されているようだ。
　第二に、首都ウランバートルの大気汚染。2018年1月の大気汚染は世界保健機関が定めたPM2.5の国際
的な安全基準値の133倍と計測され、世界最悪の値に達した。2019年5月、政府は5割削減を目標に、生石炭
の市内搬入を禁止して改良固形燃料の豆炭を導入した。しかし、豆炭による一酸化中毒が発生するなど転換
にも障壁がある。
　第三に、鉱物資源開発による環境破壊。モンゴルには鉱物資源が約80種類あり、鉱床と鉱床になりそうな
鉱徴が合わせて6000箇所もある。それらのうち重要なものは「戦略的鉱床」に指定され、露天掘りによる粉塵
や、大勢の移住労働者による水不足をもたらしている。と同時に、「資源の呪い」と言われるように、汚職と経済
格差をもたらして社会環境も劣化させている。一方、大がかりな機械を必要としない金の採掘には、ニンジャと
呼ばれる零細な採掘者が従事してきた。砂金を洗う洗面器をかつぐ姿が、アメリカで流行したアニメ「ニンジャ・
タートルズ」に似ていたからである。河川の断流、選鉱に用いる水銀による土壌汚染などの問題が山積みの
ままである。
　こうした諸問題はモンゴル人自身が解決していかなければならないことを本映画はさりげなく伝えている。

（小長谷有紀）

2022年の春はモンゴルとの新しい出会いが待っています。 みんぱくの特別展には約100年前の古い
写真が満載。 さらに現在の社会的課題も写し取っています。 とりわけ環境問題については、 この
映画によって、 写真の背後にある人びとの息づかいを感じてください。 上映後はさらに詳しく、 映画
の背景についてお話いたします。

ⓒ Tarek Tabet

2020年 / モンゴル・ドイツ合作 / 96分 / モンゴル語 / 日本語字幕付き

監督　ビャンバスレン・ダワー
出演　バト＝イレードゥィ・バトムンフ　エネレル・トゥメン

ご来館のみなさまへ 新型コロナウイルス感染症の状況によっては、会期・イベント等を変更・中止する場合があります。
事前にホームページでご確認ください。またオンライン予約でのご来館にご協力ください。

●開館時間…………10:00～17:00（入館は16:30まで）
●休館日……………水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）
　　　　　　　　　ただし5月4日（水・祝）、5月5日（木・祝）は開館。5月6日（金）は休館。
交通のご案内
●大阪モノレール…「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
●バス………………阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
●乗用車……………万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分
※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
　同園内を無料で通行できます。
※高校生以下の方、「国立民族学博物館友の会」会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、
　みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証をお受け取りください。
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

●観覧料……………一般 580円／大学生 250円／高校生以下 無料
　　　　　　　　　　   ※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

〒565-8511 
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課　博物館事業係
Tel: 06-6878-8210  Fax: 06-6878-8242
https//www.minpaku.ac.jp/

2022年5月5日（木・祝） 
13:30～16:00（開場13:00）
会　場　国立民族学博物館
　　　　みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定　員　160名
　　　　入場整理券を11:00から本館2階会場前にて配布します。
参加費　無料（要展示観覧券）
申　込　要事前申込み
　　　　（詳細は下記とホームページをご覧ください）

解　説　小長谷有紀 （国立民族学博物館　客員教員）
司　会　島 村 一 平 （国立民族学博物館　准教授）
主　催　国立民族学博物館
共　催　鳥取大学乾燥地研究センター

Дэлхийн судал / Die Adern Der Welt / Veins of the World

日本・モンゴル外交関係樹立50周年記念特別展

邂逅する写真たち
─モンゴルの100年前と今
2022年3月17日（木）─5月31日（火）
会場  国立民族学博物館 特別展示館
※詳細は当館ホームページをご確認ください。

みんぱく映画会

焼畑から見た日本の文化
上映作品「椿山─焼畑に生きる」
2022年4月30日（土）
会場  国立民族学博物館
　　  みんぱくインテリジェントホール（講堂）
※詳細は当館ホームページをご確認ください。

日本初公開

申込方法
事前予約・定員制（先着順）での開催となります。●定員：160名　●代表者を含め2名までお申込み可能です。●受付期間：4月4日㈪ 10:00～4月28日㈭ 17:00
定員になり次第受付終了　※解説時に手話通訳が必要な方は、4月15日㈮までにお申込みいただき、その旨をお知らせください。
事前申込みをされた方には、当日11:00から本館2階会場前にて入場整理券を配布します。　定員に満たない場合のみ当日参加を受付けます。　
予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。　※オンライン（ライブ配信）の実施はありません。

〈イベント予約サイトからのお申込み〉　イベント予約サイト　https://entry-reservation-event.minpaku.ac.jp/
〈メール・電話でのお申込み〉　（次の必要事項をお知らせください。）　①件名に「5月5日みんぱく映画会」　②参加人数（代表者含め2名まで）　
　③氏名（漢字、フリガナ）　④連絡先（固定電話/携帯電話/メールアドレス いずれか）　⑤お住まいの都道府県（③～⑤は代表者のみ）

【申込先】企画課博物館事業係イベント予約受付　E-mail：yoyaku-event@minpaku.ac.jp　Tel：06-6878-8210（10:00～16:00 土日祝除く）

イベント予約サイト
QRコード↓

第51回上映会

2022年7月9日［土］ 13:30～16:30（開場13:00） Captain Fantastic
2016年／アメリカ／118分／英語／日本語字幕付き
監督／マット・ロス
出演／ヴィゴ・モーテンセン　フランク・ランジェラ
司会　菅瀬晶子 （国立民族学博物館　准教授）
解説　深海菊絵 （日本学術振興会　特別研究員）

（c）2016 CAPTAIN FANTASTIC PRODUCTIONS, LLC ALL RIGHTS RESERVED.

映像から考える＜人類の未来＞

第51回上映会

79 Captain Fantastic

（c）2016 CAPTAIN FANTASTIC PRODUCTIONS, LLC ALL RIGHTS RESERVED.

はじまりへの旅

新型コロナウイルス感染症対策のため通常と受付方法が異なります

申込方法
事前予約・定員制（先着順）での開催となります。受付期間：2022年6月6日（月）10時～7月1日（金）17時 （定員になり次第受付終了）
当館ホームページのイベント予約サイトよりお申込みください。（代表者を含め2名まで）
メール・電話でのお申込みも受付けます。次の必要事項をお知らせください。
①件名に「7月9日ワールドシネマ」  ②参加人数（代表者含め2名まで）  ③氏名（漢字、フリガナ）  ④連絡先（固定電話／携帯電話／メールアドレスのいずれか）  
（③、④は代表者のみ）
【申込先】 企画課博物館事業係イベント予約受付  E-mail: yoyaku-event@minpaku.ac.jp  Tel: 06-6878-8210 （10時～16時 土日祝を除く）
定員に満たない場合のみ当日参加を受付けます。予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の状況によっては、イベントを変更・中止する場合がございます。また、ご入館に際しては感染症対策にご協力ください。
詳しくはホームページをご確認ください。　※解説時に手話通訳が必要な方は6月17日（金）までにお申し込みいただき、その旨をお知らせください。 イベント予約サイト↑

場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）

定員　200名 事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階会場入口にて配付します。
主催　国立民族学博物館

要展示観覧券

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館・准教授　菅瀬晶子

　映画がこの世に誕生して、120年あまり。最初は
日常生活の一端を切り取ったものでした。いまや日
本では年間に1300本に迫る数の映画が公開さ
れ、その内容も多種多様です。世界のさまざまな
地域で、現在進行形で起きている問題を扱う作品
も年々増えてきました。問題意識を喚起する手段と
して、映画は実に有効なのです。
　みんぱくワールドシネマでは、所属する研究者の
個別研究や現在進められている研究プロジェクト
の内容に沿った映画を選び、その内容を研究者
が解説することによって、最新の研究成果と映画
のより深い理解を観客のみなさまと共有することを
目的としています。紛争、差別、環境変動などを超
えて、異なる価値観を持つ人びとはどう共存してゆ
くべきか。終映後、あらたな視座がみなさまの中に
生まれれば、さいわいです。

みんぱく映画会

映像から考える＜人類の未来＞

（c）2016 CAPTAIN FANTASTIC PRODUCTIONS, LLC ALL RIGHTS RESERVED.

　国立民族学博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、 研究者による解説つきの映画上映会
「みんぱくワールドシネマ」を開催してきました。 今年度も「映像から考える＜人類の未来＞」をテーマ
とし、 世界の人びとのさまざまな生活・考え方を描いた映画とともに、 よりよい未来を考えていきます。 
今回の作品はアメリカ映画「はじまりへの旅」です。 森で暮らす風変わりな父と独自の教育を受けてきた
子どもたちの一家が、 都会に出かけて初めての経験を重ねていくロードムービーをとおして、 現代社
会の中で自分らしく生きることについて考えたいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第51回上映会
2022年7月9日（土）13:30～16:30 （開場13:00）
場所　国立民族学博物館  みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員　200名
　　　事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階会場入口にて配付します。
主催　国立民族学博物館
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　　

司会　菅瀬晶子（国立民族学博物館　准教授）
解説　深海菊絵（日本学術振興会　特別研究員）
映画解説
　アメリカ北西部で野性味あふれる自給自足に励む、 独特の教育方針を貫く父と6人の子どもたちが、 
母の葬儀に向かう波乱の道中を経て、 自己を見つめ直すロードムービー。 心の病と闘う妻の療養も兼
ね、 人里離れた森の奥深くに移り住んだベンは、 我が子を学校に通わせず、 信奉するノーム・チョムス
キーの哲学を“任務”というかたちで実践し、 それぞれの個性や知性を育みたくましく鍛錬していた。 
病状の悪化で入院中の妻の訃報に愕然とするベンは、 仏教徒だった妻の最後の願いを叶えに、 相
容れない義父母の待つ2400キロも先のニューメキシコの教会に乗り込むべく、 “スティーブ”と名づけ
た愛用バスを走らせる。 ユニークな作品選びで唯一無二の地位を築く実力派俳優ヴィゴ・モーテンセ
ンが、 愛ゆえに極端な子育てに邁進する一家の“キャプテン”を巧演。 名門大に軒並み合格するほど
の秀才だが恋愛下手の長男や、 大好きな母を救えなかった父に刃向かう次男らの切なる叫びに、 か
き乱される胸中を細やかに表現する。 破天荒にも映る旅路を通し、 親子にまつわる普遍的な主題を
鋭敏なユーモアとともに照らし出し、 カンヌ国際映画祭「ある視点」部門の監督賞を受賞するなど、
数々の賞で話題をさらった注目作だ。 （映画評論家 服部香穂里）

新たな世界へと動き出すために
　「アメリカ」ときいてあなたは何を思い浮かべるだろう？ 自由、 個人主義、 キリスト教……。 ハリウッドや
ロックを思い浮かべる人もいるかもしれない。 本作には、アメリカを特徴づけるさまざまな要素が散りば
められている。 主人公となるのは、ベンと6人の子どもたちから成るキャッシュ一家。 一家の合言葉は
「人民にパワーを、 権力にはノーを」。 資本主義やキリスト教を拒否し、 森の中で暮らす彼らの生き方
は、 60年代に興隆を極めた対抗文化を想起させる。 こうした一家の対抗文化的な側面は、 彼らが
下山後に出会うさまざまな他者とのやりとりのなかで、 いっそう際立ってみえる。 その一方で、ベンと子
どもたちの関係に目を向けると、 一家のなかにも価値の対立があることがわかる。 本作のみどころの
ひとつは、 アメリカを特徴づける複数の要素の対立や共鳴が入れ子状に現れるところだ。
　そして本作でもっとも注目すべき点は、 キャッシュ一家が自分とは異なる価値観との出会いをつうじて
変化していくところだ。 彼らが辿った再生の旅路は、 鑑賞者各々の価値観を揺さぶりながら、 日常や
社会をより豊かに創造するための手がかりを与えてくれる。 （深海菊絵）

はじまりへの旅　 Captain Fantastic 
2016年／アメリカ／118分／英語／日本語字幕付き
監督／マット・ロス
出演／ヴィゴ・モーテンセン　フランク・ランジェラ

カウンターカルチャー カウンターカルチャー

©Vidhu Vinod Chopra Films Pvt. Ltd.

次回作品  9月24日（土）予定

ムンナ兄貴とガンディー
Lage Raho Munna Bhai
2006年／インド／144分／日本語字幕付き
監督　ラージクマール・ヒラ二
出演　サンジャイ・ダット　アルシャド・ワルシ　

ご来館のみなさまへ 新型コロナウイルス感染症の状況によっては、会期・イベント等を変更・中止する場合があります。
事前にホームページでご確認ください。

●開館時間…………10:00～17:00（入館は16:30まで）
●休館日……………水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）
　　　　　　　　　ただし5月4日（水・祝）、5月5日（木・祝）は開館。5月6日（金）は休館。
交通のご案内
●大阪モノレール…「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
●バス………………阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
●乗用車……………万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分
※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
　同園内を無料で通行できます。
※高校生以下の方、「国立民族学博物館友の会」会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、
　みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証をお受け取りください。
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

●観覧料……………一般 580円／大学生 250円／高校生以下 無料
　　　　　　　　　　   ※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

〒565-8511 
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課　博物館事業係
Tel: 06-6878-8210  Fax: 06-6878-8242
https://www.minpaku.ac.jp/

要展示観覧券

国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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©Vidhu Vinod Chopra Films Pvt. Ltd.

映像から考える＜人類の未来＞

©Vidhu Vinod Chopra Films Pvt. Ltd.

新型コロナウイルス感染症対策のため通常と受付方法が異なります

申込方法
事前予約制（先着順）での開催となります。受付期間：2022年8月22日（月）10時～9月16日（金）17時 （定員になり次第受付終了）
当館ホームページのイベント予約サイトよりお申込みください。（代表者を含め2名まで）
電話でのお申込みも受付けます。次の必要事項をお知らせください。
①イベント名  ②参加人数（代表者含め2名まで）  ③氏名（漢字、フリガナ）  ④連絡先（固定電話／携帯電話／メールアドレスのいずれか）  
（③、④は代表者のみ）
【申込先】 企画課博物館事業係イベント予約受付  Tel: 06-6878-8210 （10時～16時 土日祝を除く）
受付期間内に定員に満たない場合のみ当日参加を受付けます。予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の状況によっては、イベントを変更・中止する場合がございます。また、ご入館に際しては感染症対策にご協力ください。
詳しくはホームページをご確認ください。　※解説時に手話通訳が必要な方は9月2日（金）までにお申し込みいただき、その旨をお知らせください。 イベント予約サイト↑

Lage Raho Munna Bhai
2006年／インド／144分／ヒンディー語／日本語字幕付き
監督／ラージクマール・ヒラ二
出演／サンジャイ・ダット　アルシャド・ワルシ　ヴィディヤ・バラン

司会　松尾瑞穂 （国立民族学博物館 准教授）
解説　杉本良男 （国立民族学博物館 名誉教授）

2022年9月24日［土］ 13:00～16:15（開場12:30）
※開場時間と上映開始時間がこれまでより30分早くなっております。

場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員　200名 事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階会場入口にて配付します。
主催　国立民族学博物館

第52回上映会

要展示観覧券

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館 准教授　菅瀬晶子

　映画がこの世に誕生して、120年あまり。最初は
日常生活の一端を切り取ったものでした。いまや日
本では年間に1300本に迫る数の映画が公開さ
れ、その内容も多種多様です。世界のさまざまな
地域で、現在進行形で起きている問題を扱う作品
も年々増えてきました。問題意識を喚起する手段と
して、映画は実に有効なのです。
　みんぱくワールドシネマでは、所属する研究者の
個別研究や現在進められている研究プロジェクト
の内容に沿った映画を選び、その内容を研究者
が解説することによって、最新の研究成果と映画
のより深い理解を観客のみなさまと共有することを
目的としています。紛争、差別、環境変動などを超
えて、異なる価値観を持つ人びとはどう共存してゆ
くべきか。終映後、あらたな視座がみなさまの中に
生まれれば、さいわいです。

みんぱく映画会

©Vidhu Vinod Chopra Films Pvt. Ltd.

次回作品  2023年1月14日（土）予定

特別展 s「しゃべるヒト」
       ～ことばの不思議を科学する～
2022年9月1日（木）─11月23日（水・祝）
場　所：国立民族学博物館 特別展示館
観覧料：一般 880円、 大学生 450円

ハニーランド 永遠の谷
Honeyland
２０１9年／北マケドニア／マケドニア語、トルコ語、セルボ・クロアチア語
86分／日本語字幕付き／ドキュメンタリー映画
監督　リューボ・ステファノフ、 タマラ・コテフスカ
出演　ハティツェ・ムラトヴァ

©2019, Trice Films & Apollo Media

ムンナ兄貴とガンディー　 Lage Raho Munna Bhai
2006年／インド／144分／ヒンディー語／日本語字幕付き
監督／ラージクマール・ヒラ二
出演／サンジャイ・ダット　アルシャド・ワルシ　ヴィディヤ・バラン

　国立民族学博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、研究者による解説つきの映画上映会
「みんぱくワールドシネマ」を開催してきました。 今年度も「映像から考える＜人類の未来＞」をテーマとし、世界
の人びとのさまざまな生活・考え方を描いた映画とともに、よりよい未来を考えていきます。 今回の作品はインド
映画「ムンナ兄貴とガンディー」です。 ヤクザ者のムンナがひょんなことからガンディーの幻に出会うようになり、 
彼の助言を実際の社会や日常生活の中で実践していくという奇想天外なストーリー。 インド映画の名作とし
て名高いこの作品をとおして、 現代社会におけるガンディーの思想について改めて考えたいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第52回上映会
2022年9月24日（土）13:00～16:15 （開場12:30）
※開場時間と上映開始時間がこれまでより30分早くなっております。
場所　国立民族学博物館  みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員　200名　事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階会場入口にて配付します。
主催　国立民族学博物館
協力　在大阪・神戸インド総領事館 / 東京外国語大学 TUFS Cinema
　　　Vidhu Vinod Chopra Film Pvt.Ltd. / Director Rajkumar Hirani (India)
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

司会　松尾瑞穂（国立民族学博物館 准教授）
解説　杉本良男（国立民族学博物館 名誉教授）
映画解説
　ふとしたきっかけでマハトマ・ガンディーの幻影が見えるようになったヤクザ者が、 ガンディーの信念
を柔軟かつ大胆に応用して現代の理不尽に立ち向かう、 日本劇場未公開の痛快コメディ。 義侠心溢
れる弟分を引き連れ、 時には暴力にも訴えてきたムンナ兄貴は、憧れの女性DJに好かれたい一心で、 
自身を大学教授と偽り不慣れな猛勉強に励んだところ、 かのガンディーが彼の眼前にのみ姿を現す
ように。 強力な守護神を得て、 ラジオのお悩み相談を引き受けた彼は、 ガンディー直々の回答を自己流
に咀嚼し伝え、 ムンバイ中の大衆の心を掴むが、 第二の人生を楽しむための高齢者施設も兼ねた、 
愛しの彼女の邸宅乗っ取りを目論む魔の手が忍び寄る。 後に「きっと、うまくいく」（09）などの傑作を
生むラージクマール・ヒラニ監督は、 屈強な腕っぷしで渡り歩いてきたアウトローが、 愛や非暴力の尊さ
に目覚めて変貌するさまや、 社会の裏も表も知る彼らしい実感こもる言葉に突き動かされる人びとを、 
巧みな伏線や細やかな描写を重ねて生き生きと映し出す。 ガンディーとは似ても似つかぬ男の飛躍を
通し、 その哲学に新たな光を当て、 誠実に心を開き行動で示すことの意義を改めて謳う、 映画大国
インドならではの味わい豊かな佳篇だ。 （映画評論家 服部香穂里）

ガンディーを再認識させたインド娯楽映画
　インドのガンディーを扱った映画は、 イギリスのアッテンボロー監督による「ガンディー」（1982年）にすっかり
お株をとられた感があるなかで、 「ムンナ兄貴とガンディー」は、 直接ガンディーの生涯を扱ってはいるわけ
ではないが、 その存在が重要な意味を持つ映画である。 この映画は典型的なボリウッド娯楽映画で、 ヤク
ザ者のムンナ・バーイを主役にしたシリーズの二作目である。 主演はサンジャイ・ダットで、 第一作目には父役
として実父の大スター、 スニル・ダットが出演していた。 ストーリーが荒唐無稽である上に、 私生活でもなに
かと問題の多いサンジャイ・ダットが主役をつとめていて楽屋落ちに笑えるのだが、 映画は大ヒットとなった。 
大衆娯楽映画部門をはじめ４部門で2006年度国民映画賞をうけたほか、 国内の映画賞を数かず獲得し
た。 さらに、 海外からの批評もすこぶるよくて、 国際的に高く評価され、 さまざまな栄誉を受けている。 「ムン
ナ兄貴とガンディー」は、 アッテンボロー版の「ガンディー」に対するインドからの応答のようになった。 ガンディ
ーに学んで行動するそれまでの「ガンディー主義」をもじった、 より大衆的な「ガンディーギリ」（ガンディー気
取り）を流行させて社会的にも大きな影響を与えたのである。 （杉本良男）

要展示観覧券

映像から考える＜人類の未来＞

※詳細は当館ホームページをご確認ください。

●観覧料……………一般 580円／大学生 250円／高校生以下 無料
　　　　　　　　　　   ※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

●開館時間…………10:00～17:00（入館は16:30まで）
●休館日……………水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）

交通のご案内
●大阪モノレール…「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
●バス………………阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
●乗用車……………万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分
※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
　同園内を無料で通行できます。
※高校生以下の方、「国立民族学博物館友の会」会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、
　みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証をお受け取りください。
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

〒565-8511 
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課　博物館事業係
Tel: 06-6878-8210  Fax: 06-6878-8242
https://www.minpaku.ac.jp/

ご来館のみなさまへ

企画展 海のくらしアート展
    ──モノからみる東南アジアとオセアニア
2022年9月8日（木）─12月13日（火）
場　所：国立民族学博物館 本館企画展示場
観覧料：一般 580円、 大学生 250円

新型コロナウイルス感染症の状況によっては、会期・イベント等を変更・中止する場合があります。
事前にホームページでご確認ください。 2022.10.8（土）

映画会

総合司会＝吉岡 乾（国立民族学博物館 准教授）  司会＝相良 啓子（人間文化研究機構・国立民族学博物館）
主催＝国立民族学博物館  協力＝東京ろう映画祭実行委員会

Signing

特別展「Homō loquēns 『しゃべるヒト』～ことばの不思議を科学する～」関連イベント

シ

ニ

ェ

 

手

話

を

話

す

2018年／フランス・イスラエル合作／イスラエル手話・ヘブライ語・英語・フランス語ほか／60分／日本語字幕あり
監督：ヌリート・アヴィヴ（Nurith Aviv）  プロデューサー：24images, Laila Films, Les Films d’Ici  配給：24images

時間＝13：30–15：50（開場13：00）
会場＝国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員＝200名  参加費＝無料／要展示観覧券  
申込＝事前申込制（先着順）　日本手話・国際手話通訳付き
※イベント申込み等の詳細についてはホームページをご確認ください。  ※オンライン（ライブ配信）の実施はありません。
※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、イベントの内容を変更またはイベントを中止とする場合がございます。事前にホームページでご確認ください。

※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行できます。 
※高校生以下の方、「国立民族学博物館友の会」会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、みんぱくへ行くことを
お申し出いただき、通行証をお受け取りください。 ※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

さまざまな音声言語がそれぞれに独自の構造（文法）を備えているのと同様、
さまざまな手話言語もまた、豊かで複雑な構造をそれぞれに備えています。
この映画は、イスラエルの手話言語をとおして、言語を獲得する特性という
ものをヒトが生得的にもっていることを私たちに教えてくれます。言語、そして
ヒトに対する認識がひろがる作品です。

特別展「Homō loquēns『しゃべるヒト』～ことばの不思議を科学する～」に
関連して、イスラエルの手話とその背景、ろう者のコミュニティ、手話教育、手
話言語学についてわかりやすく解説します。これまであまり知られていなかった
手話の継承や新しいコミュニケーションの世界をのぞいてみよう!

事前申込制（先着順）での開催となります。
●定員：200名 
●代表者を含め2名までお申込み可能です。
●受付期間
   2022年9月5日（月）10：00～9月30日（金）17：00 
※定員になり次第受付終了 ※日本手話・国際手話通訳付き
〇予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
〇事前申込みをされた方には、当日11：00から
　本館2階会場前にて入場整理券を配布します。
〇定員に満たない場合のみ当日参加を受付ます。

●大阪モノレール 「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
●バス 阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
●乗用車 万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分

交通のご案内

●開館時間 10：00～17：00（入館は16：30まで）　
●休館日 水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）
●観覧料 一般580円／大学生250円／高校生以下 無料

ご来館のみなさまへ 新型コロナウイルス感染症の状況によっては、会期・イベント等を変更・
中止する場合があります。事前にホームページでご確認ください。

日本庭園前

公園東口駅

万博記念公園駅 中国自動車道

エキスポシティ

東口

大阪日本民芸館

日本庭園前駐車場

国立民族学博物館

太陽の塔

中央口

自然文化園

至 西口

日本庭園
N

P

大阪モノレール

〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課 博物館事業係  Tel: 06-6878-8210
Fax: 06-6878-8242  https://www.minpaku.ac.jp/

●プログラム
総合司会／吉岡 乾（国立民族学博物館 准教授）

司会／相良 啓子
13：30– 主催者挨拶：吉岡 乾
13：35– 「シニェ―手話を話す―」上映
14：35– 休憩（15分）
14：50– ディスカッション 「『シニェ―手話を話す―』をめぐって」
 司会：相良 啓子　パネリスト：Sara Lanesman、森田 明

Sara Lanesman（イスラエル手話講師）
アルジェリア生まれ。1974年以来ろう教育に携わる。1996年よりイスラエルのキブツィム教育大学特別支援教育研究科において
イスラエル手話の講師をおこないながら、ろう教育に関するコンサルティング、プロジェクトマネジメントを実践している。現在は、手話
教育の仕事と並行して手話言語学の研究に取り組み、同国のバル＝イラン大学にて博士課程在学中。本ドキュメンタリー映画にも
手話講師として出演している。

森田 明（明晴学園 教頭）
日本唯一のバイリンガルろう教育（手話・書記日本語）をおこなっている私立ろう学校「明晴学園」教頭。2018年度よりNHK Eテレ
「みんなの手話」講師を務める。学園独自の教科である「手話科」にて手話ポエム、手話演劇、手話言語の仕組みやプレゼンの表現、
特に学習言語の指導を担当。自身も手話ポエム、手話語り話者として数々の作品を発信している。
（出典：明晴学園サイト https://www.meiseigakuen.ed.jp/summary/summary、NHK「みんなの手話」サイト https://www.nhk.or.jp/heart-net/syuwa/index.html）

司会：相良啓子（人間文化研究機構・国立民族学博物館）
専門は、手話言語学。2010年から4年間、英国のセントラル・ランカシャー大学で手話類型論プロジェクトにかかわる。2014年から
国立民族学博物館にて手話言語学研究を始め、現在は、日本手話、台湾手話、韓国手話を対象に歴史言語学的観点から研究を
おこなっている。

●登壇者プロフィール
お申込みについて

お申込み方法
●イベント予約サイトからのお申込み
イベント予約サイトはこちら
https://entry-reservation-event.minpaku.ac.jp/

●電話でのお申込み
（次の必要事項をお知らせください。）
①イベント名 ②参加人数（代表者含め2名まで）
③氏名（漢字、フリガナ）
④連絡先（固定電話/携帯電話/メールアドレス いずれか）
（③、④は代表者のみ）
［申込先］企画課博物館事業係イベント予約受付
Tel：06-6878-8210（10：00～16：00 土日祝除く）

‘talking human’  Wonders  of  Language and Languages

し ゃ べ る ヒ ト
こ と ば の 不 思 議 を 科 学 す る

特別展 2022

9. 1（木） （水・祝）11. 23
会場：国立民族学博物館 特別展示館
解説言語：日本語、日本手話、英語
●本館展示、企画展もご覧になれます。
観覧料：一般880円/大学生450円/高校生以下無料
※ご来館の際は当館ホームページで最新情報をご確認ください。

Signing
シニェ―手話を話す―

2018年／フランス・イスラエル合作／イスラエル手話・ヘブライ語・英語・フランス語ほか／60分／日本語字幕あり
監督：ヌリート・アヴィヴ（Nurith Aviv）  プロデューサー：24images, Laila Films, Les Films d’Ici  配給：24images

※オンライン（ライブ配信）の実施はありません。

©2019, Trice Films & Apollo Media

映像から考える＜人類の未来＞

©2019, Trice Films & Apollo Media

ハニーランド 永遠の谷

新型コロナウイルス感染症対策のため通常と申込方法が異なります

申込方法
事前予約制（先着順）での開催となります。受付期間：2022年12月12日（月）～2023年1月6日（金）17時 （定員になり次第受付終了）
当館ホームページのイベント予約サイトよりお申込みください。（代表者を含め2名まで）
電話でのお申込みも受付けます。次の必要事項をお知らせください。 ※メールでのお申し込みは受付けておりません。ご了承ください。
①イベント名  ②参加人数（代表者含め2名まで）  ③氏名（漢字、フリガナ）  ④連絡先（固定電話／携帯電話／メールアドレスのいずれか）  
（③、④は代表者のみ）
【申込先】 企画課博物館事業係イベント予約受付  Tel: 06-6878-8210 （10時～16時 年末年始12月28日～1月4日・土日祝を除く）
受付期間内に定員に満たない場合のみ当日参加を受付けます。予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の状況によっては、イベントを変更・中止する場合がございます。また、ご入館に際しては感染症対策にご協力ください。
詳しくはホームページをご確認ください。　※解説時に手話通訳が必要な方は12月23日（金）までにお申し込みいただき、その旨をお知らせください。 イベント予約サイト↑

Honeyland
2019年／北マケドニア／86分／マケドニア語、トルコ語、セルボ・クロアチア語
日本語字幕付き／ドキュメンタリー映画
監督／リューボ・ステファノフ　タマラ・コテフスカ
出演／ハティツェ・ムラトヴァ

司会　菅瀬晶子 （国立民族学博物館 准教授）
解説　池谷和信 （国立民族学博物館 教授）

2023年1月14日［土］ 13:30～15:45（開場13:00）
場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員　200名 事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階会場入口にて配付します。
主催　国立民族学博物館

第53回上映会

要展示観覧券

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館 准教授　菅瀬晶子

　映画がこの世に誕生して、120年あまり。最初は
日常生活の一端を切り取ったものでした。いまや日
本では年間に1300本に迫る数の映画が公開さ
れ、その内容も多種多様です。世界のさまざまな
地域で、現在進行形で起きている問題を扱う作品
も年々増えてきました。問題意識を喚起する手段と
して、映画は実に有効なのです。
　みんぱくワールドシネマでは、所属する研究者の
個別研究や現在進められている研究プロジェクト
の内容に沿った映画を選び、その内容を研究者
が解説することによって、最新の研究成果と映画
のより深い理解を観客のみなさまと共有することを
目的としています。紛争、差別、環境変動などを超
えて、異なる価値観を持つ人びとはどう共存してゆ
くべきか。終映後、あらたな視座がみなさまの中に
生まれれば、さいわいです。

みんぱく映画会

©2019, Trice Films & Apollo Media

　国立民族学博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、 研究者による解説つきの映画上映会
「みんぱくワールドシネマ」を開催してきました。 今年度も「映像から考える＜人類の未来＞」をテーマ
とし、 世界の人びとのさまざまな生活・考え方を描いた映画とともに、 よりよい未来を考えていきます。 
今回の作品は北マケドニアのドキュメンタリー映画「ハニーランド 永遠の谷」です。 首都スコピエから
遠く離れた山間部に盲目の老いた母と住む、昔ながらの自然養蜂を営むハティツェの日常を追います。
利潤のみを追求する現代の養蜂を持ち込んだ粗野な隣人と確執する彼女の姿をとおして、人間と
蜂、ひいては自然との共生のあり方を考えていきたいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第53回上映会
2023年1月14日（土）13:30～15:45 （開場13:00）
場所　国立民族学博物館  みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員　200名　事前予約の方へ入場整理券を11:00から本館2階会場入口にて配付します。
主催　国立民族学博物館
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　

　　　　　　　　　　　

司会　菅瀬晶子（国立民族学博物館 准教授）
解説　池谷和信（国立民族学博物館 教授）
映画解説
　北マケドニアの厳しくも豊かな自然の山岳地帯で、貴重な野生のミツバチを慈しみ養蜂を営む女性
に光を当てるドキュメンタリー。電気も水道も通っていない村に、目が不自由で寝たきりの母と暮らすハ
ティツェは、険しい道も颯爽と行き来し、今では稀有な自然養蜂に真摯に取り組んでいた。ハチの存続
を念頭に収穫は半分に控え、自ら売り歩く上質の蜂蜜は首都のスコピエでも評判だったが、隣に移り
住んできた遊牧民一家の目先の利益を優先させる働きぶりが、つましくも穏やかなハティツェの日々に
も暗雲を招く。ドキュメンタリーだと忘れそうになるほど慎ましやかなカメラが、3年に及ぶ撮影で育ま
れたハティツェと制作陣との信頼関係を物語り、隣家の子どもと戯れる天衣無縫な笑顔から、村を離
れ母親になっていたかもしれない別人生を夢想する物憂げな面持ちまで、葛藤も秘める彼女の心模
様をも細やかに映し出す。畏怖する自然と共生してきた養蜂家の日常の微妙な揺らぎをとおして、持
続可能性など環境にまつわるグローバルな課題への思考も促し、アカデミー賞ではドキュメンタリー部
門のみならず、劇映画も対象の国際映画賞部門でも候補に挙がる初の作品となる快挙を達成した。 
（映画評論家 服部香穂里）

持続可能な資源利用として、養蜂を考える
　ミツバチと人とのかかわりは古い。先史時代から現在まで世界各地で人類による蜂蜜の獲得がおこなわれ
てきた。しかしながら現在の蜂蜜の大部分は、セイヨウミツバチを対象にして巣箱で飼育する近代養蜂から
得られたものなのだ。本映画では、バルカン半島の内陸の村で野生のミツバチの巣から一部を獲得する自
然養蜂をとおしてハチと人とのかかわり方の原点が描かれている。また、牛を飼育する移住者との関係か
らは、野生動物と家畜では人が与える影響に違いがあることがわかる。これらのことは、日本における在来
のニホンミツバチの養蜂を想起させる。家屋の周辺に巣箱を置くことが基本で、時には、周辺の巣を丸ごと
捕獲して巣箱に移動させるものだ。明治以降に近代養蜂の導入によって在来のハチの生息域が狭められ
多くは衰退したが長崎県対馬などで存続してきた。本映画では、北マケドニアに暮らす女性の生き方をと
おしてハチと人とのかかわり、近隣や町の住民とのかかわりが微細に描かれる。現代のグローバル時代の
社会では、地球のなかでのSDGｓ（持続可能な開発目標）が問われているが、主流社会では想像できない
彼女の生き方から持続可能な資源利用を維持するとは、どういうことかを考えさせてくれる。（池谷和信）

要展示観覧券

映像から考える＜人類の未来＞

●観覧料……………一般 580円／大学生 250円／高校生以下 無料
　　　　　　　　　　   ※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

●開館時間…………10:00～17:00（入館は16:30まで）
●休館日……………水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）

交通のご案内
●大阪モノレール…「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
●バス………………阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
●乗用車……………万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約5分
※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
　同園内を無料で通行できます。
※高校生以下の方、「国立民族学博物館友の会」会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、
　みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証をお受け取りください。
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

〒565-8511 
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課　博物館事業係
Tel: 06-6878-8210  Fax: 06-6878-8242
https://www.minpaku.ac.jp/

ご来館のみなさまへ 新型コロナウイルス感染症の状況によっては、会期・イベント等を変更・中止する場合があります。
事前にホームページでご確認ください。

ハニーランド 永遠の谷　 Honeyland
2019年／北マケドニア／86分／マケドニア語、トルコ語、セルボ・クロアチア語／
日本語字幕付き／ドキュメンタリー映画
監督／リューボ・ステファノフ　タマラ・コテフスカ
出演／ハティツェ・ムラトヴァ

年末年始（12月28日～1月4日）

てんいむほう

映画会

みんぱく館外での開催です。ご注意ください。  

2023

1.22

――山本源太夫社中 伊勢大神楽日誌

13：30–16：00（開場13：00）

それでも獅子は
旅を続ける

［日］

2023

2.5

14：00–16：00（開場13：30）

漢族の
祖先祭祀と祖廟

［日］

2023

1.28

14：00–16：00（開場13：30）

マレーシア
クランタンの
影絵人形芝居

［土］

2023

2.11

13：30–16：00（開場13：00）

オアシス都市の
くらし

［土・祝］

会場＝シアターセブン      阪急十三駅 西改札口より徒歩約5分　参加費＝無料
定員＝会場参加：各回45名
　　　オンライン（ライブ配信）参加：各回100組
申込＝事前申込制（先着順）  主催＝国立民族学博物館

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、イベントを変更・中止する場合がございます。
※詳しくはホームページをご確認ください。  

み ん ぱ く
映 像 民 族 誌
シ ア タ ー

2022.12.19（月）～2023.1.13（金）
受付期間

2022.12.26（月）～2023.1.27（金）
受付期間

2022.12.26（月）～2023.1.27（金）
受付期間

2022.12.19（月）～2023.1.13（金）
受付期間

2023.2.5 14：00–16：00［日］ （開場13：30）

漢族の祖先祭祀と祖廟
2023.2.11 13：30–16：00［土・祝］ （開場13：00）

オアシス都市のくらし

み ん ぱ く
映 像 民 族 誌
シ ア タ ー

会場＝シアターセブン     阪急十三駅 西改札口より徒歩約5分　参加費＝無料
定員＝会場参加：各回45名
　　　オンライン（ライブ配信）参加：各回100組
申込＝事前申込制（先着順）

本館制作オリジナルDVD「みんぱく映像民族誌シアター」シリーズから、
4つの収録作品を上映し、監修者によるトークもおこないます。

2023.1.22 13：30–16：00［日］
受付期間＝2022.12.19［月］～2023.1.13［金］ 受付期間＝2022.12.19［月］～2023.1.13［金］

受付期間＝2022.12.26［月］～2023.1.27［金］ 受付期間＝2022.12.26［月］～2023.1.27［金］

撮影：2018–2022年  監修：神野知恵・山中由里子  上映時間：89分
解説：神野知恵（国立民族学博物館 特任助教）、山中由里子（国立民族学博物館 教授）、
　　 杉浦康博・斎藤晋（伊勢大神楽講社 山本源太夫社中）
司会：黒田賢治（国立民族学博物館 助教）

――山本源太夫社中  伊勢大神楽日誌

それでも獅子は旅を続ける

（開場13：00）

伊勢大神楽の神楽師たちは、コロナ禍でも獅子舞や曲芸を演じながら旅を続けました。
大阪、滋賀、福井、三重と旅する山本源太夫社中を追いかけながら、それぞれの地域で
出会った人びとと神楽師たちとのかかわりを通じて、疫禍での人の繋がりを考えます。

撮影：2007年  監修：福岡正太  上映時間：38分
解説：福岡正太（国立民族学博物館 教授）、戸加里康子（東京外国語大学 非常勤講師）
司会：黒田賢治（国立民族学博物館 助教）

撮影：2012年  監修：韓敏  上映時間：50分
解説：韓敏（国立民族学博物館 教授）
司会：黒田賢治（国立民族学博物館 助教）

撮影：2018年、2019年  監修：寺村裕史  上映時間：80分
解説：寺村裕史（国立民族学博物館 准教授）
司会：黒田賢治（国立民族学博物館 助教）

国立民族学博物館 企画課博物館事業係
〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10-1
TEL:06-6878-8210  FAX:06-6878-8242
https://www.minpaku.ac.jp/

シアターセブン｜阪急十三駅 西改札口より徒歩約5分
〒532-0024 大阪市淀川区十三本町1-7-27
サンポードシティ5階
http://www.theater-seven.com/

マレーシア北部クランタン州の影絵人形芝居はワヤン・クリット・シアムと呼ばれます。
人形つかいユソフさんらによって演じられたラクシュマナ王子の息子の物語から、光と
影と音がつくりあげる世界を紹介します。

祖先の霊を敬い、加護を祈る風習が今日でも強い中国の漢族のあいだでは、父系親
族の祖先の霊をまつる祖廟がつくられてきました。福建省南部の祖廟での儀礼から、
祖先を大切にしながら名や子孫を残そうとする人びとに迫ります。

ウズベキスタン・サマルカンドは中央アジアを代表するオアシス都市の一つです。
羊肉の調理や伝統的な窯を用いたパン焼き風景から日常生活の様子を、結婚式に
おける儀礼や披露宴の映像からハレの日の様子を紹介します。

2023.1.28 14：00–16：00［土］ （開場13：30）

マレーシア
クランタンの影絵人形芝居

み
ん
ぱ
く
館
外
で
の
開
催
で
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。  

申込方法 事前申込制（先着順）

※各回、定員になり次第受付終了。
※予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。

 会場参加 、 オンライン（ライブ配信）参加 ともに国立民族学博物館ホームページ内の
イベント予約サイトより、各回の受付期間内にお申込みください。
 会場参加 は本人を含め2名までお申込み可能です。

イベント予約サイト

https://entry-reservation-event.minpaku.ac.jp

吉野家

三井住友銀行

UFJ

西口

新北野

北おおさか信用金庫

阪
急
十
三
駅

至 

梅
田

至 

十
三
大
橋

※ボウリングのピンが目印

至 加島

41

176

サカエマチ商店街

［お問い合わせ先］ ［会場］

げんだゆうしゃちゅう だ い か ぐ ら

そ せ ん さ い し そ び ょ う
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映像から考える＜人類の未来＞

新型コロナウイルス感染症対策のため通常と申込方法が異なります

申込方法
事前申込制（先着順）での開催となります。 受付期間 ： 2023年4月24日（月）～5月19日（金）16時（定員になり次第受付終了）
当館ホームページのイベント予約サイトよりお申込みください。（代表者含め2名まで）
電話でのお申込みも受付けます。次の必要事項をお知らせください。 ※メールでのお申込みは受付けておりません。ご了承ください。
①イベント名  ②参加人数（代表者含め2名まで）  ③氏名（漢字、フリガナ）  ④連絡先（固定電話/携帯電話/メールアドレスのいずれか） 
（③、④は代表者のみ）
【申込先】 企画課博物館事業係イベント予約受付　Tel： 06-6878-8210（10時～16時 土日祝除く）
受付期間内に定員に満たない場合のみ当日参加を受付けます。 予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
新型コロナウイルス感染症の状況によっては、イベントを変更・中止する場合があります。 事前にホームページでご確認ください。
※解説時に手話通訳が必要な方は4月28日（金）までにお申込みいただき、その旨をお知らせください。 イベント予約サイト↑

La Llorona
2018年／グアテマラ／97分／スペイン語・カクチケル語・イシル語
日本語字幕付き
監督／ハイロ・ブスタマンテ
出演／マリア・メルセデス・コロイ　マルガリータ・ケネフィック

司会　菅瀬晶子 （国立民族学博物館 准教授）
解説　鈴木　紀 （国立民族学博物館 教授）

2023年5月27日［土］ 13:30～15:55（開場13:00）
場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員　350名 事前申込をされた方には、当日11:00から本館2階会場前にて入場整理券を配付します。
主催　国立民族学博物館

第54回上映会

要展示観覧券

特別展「ラテンアメリカの民衆芸術」関連イベント

©COPYRIGHT LA CASA

a LloronaL
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さ ま よ

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館 准教授　菅瀬晶子

　映画がこの世に誕生して、120年あまり。最初は
日常生活の一端を切り取ったものでした。いまや日
本では年間に1300本に迫る数の映画が公開さ
れ、その内容も多種多様です。世界のさまざまな
地域で、現在進行形で起きている問題を扱う作品
も年々増えてきました。問題意識を喚起する手段と
して、映画は実に有効なのです。
　みんぱくワールドシネマでは、所属する研究者の
個別研究や現在進められている研究プロジェクト
の内容に沿った映画を選び、その内容を研究者
が解説することによって、最新の研究成果と映画
のより深い理解を観客のみなさまと共有することを
目的としています。紛争、差別、環境変動などを超
えて、異なる価値観を持つ人びとはどう共存してゆ
くべきか。終映後、あらたな視座がみなさまの中に
生まれれば、さいわいです。

みんぱく映画会特別展「ラテンアメリカの民衆芸術」関連イベント

©COPYRIGHT LA CASA DE PRODUCCIÓN - LES FILMS DU VOLCAN 2019

次回作品  2023年9月30日（土）予定

特別展 ラテンアメリカの民衆芸術
2023年3月9日（木）─5月30日（火）
場　所：国立民族学博物館 特別展示館
観覧料：一般 880円、大学生 450円、高校生以下無料
　　　　●本館展示もご覧になれます。

最後の渡り鳥たち
The Last Birds of Passage／Turna Misali
２０21年／99分／トルコ／トルコ語／日本語字幕付き
監督　イフェト・エレン・ダヌシュマン・ボズ
出演　シェンヌル・ノガイラル　ネジメティン・チョバンオウル

©İEDB Film協力：東京国際映画祭

　国立民族学博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、 研究者による解説つきの映画上映会
「みんぱくワールドシネマ」を開催してきました。 今年度も「映像から考える＜人類の未来＞」をテーマ
とし、 世界の人びとのさまざまな生活・考え方を描いた映画をとおして、 よりよい未来を考えていきます。 
今回上映するグアテマラ映画「ラ・ヨローナ～彷徨う女～」は、 中南米で伝わる怪奇伝説を題材に、 
グアテマラの暗黒の歴史を浮き彫りにした作品です。 現代の人びとが、過去の悲劇から学べること
について考えてみたいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第54回上映会
2023年5月27日（土）13:30～15:55 （開場13:00）
場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員　350名　事前申込をされた方には、当日11:00から本館2階会場前にて入場整理券を配付します。
主催　国立民族学博物館
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　

司会　菅瀬晶子（国立民族学博物館 准教授）
解説　鈴木　紀（国立民族学博物館 教授）
映画解説
　中南米で古くから伝わる“ラ・ヨローナ（泣く女）”伝説をモチーフに、 内戦下で凄惨な犠牲を生んだ
グアテマラの近代史の闇に、 ホラーの要素も取り入れ斬新なアプローチで迫る。 1980年代初めにマヤ
系先住民族に対して凌辱や虐殺を重ねるなど、 膨大な死者や行方不明者を出したとされる政府軍を
指揮した罪で公判中の元将軍エンリケは、 一旦は下された有罪判決も程なく覆り、 自身の屋敷に舞
い戻る。 猛抗議に詰めかけた群衆に包囲され、 籠城生活を強いられる一家に謎めく新入りメイドのア
ルマが加わるが、 先住民を侮蔑し夫の暴虐の過去からも目を背けるエンリケの妻と、 愛する父に懐疑
的な葛藤を抱く娘との齟齬が深まる中、 邸宅内で奇異な現象が相次ぐ。 みんぱくワールドシネマでも
上映された長篇デビュー作「火の山のマリア」（15）でベルリン国際映画祭銀熊賞に輝いたハイロ・ブ
スタマンテ監督が、 再び母国のグアテマラを舞台に、 現実と幻想とのあいだを行き交いつつ、 生命の
尊厳を訴え、 政治腐敗を根絶するべく負の歴史を問い直し、 次世代へと未来を託す、 物悲しくも厳
粛な趣の意欲作だ。 （映画評論家 服部香穂里）

記憶と抵抗のための映画
　多くのグアテマラ人にとって映画「ラ・ヨローナ～彷徨う女～」は、 フィクションではない。 1960年代から
1996年まで続いた政府軍とゲリラ間の紛争により、 20万人以上の市民が殺戮され、 その83%は先住
民族であったと推定されている。 中でも1982年にクーデターで政権についたエフライン・リオス・モント
将軍には先住民族イシルに対する集団虐殺を指揮した嫌疑がかけられている。 彼は2013年に懲役
80年の有罪判決を受けたが、 グアテマラ憲法裁判所は、 被告に弁論の機会が十分に与えられなかった
ことを理由に判決を覆した。 2015年に始まった再審は、 被告が心臓発作によって2018年に死去した
ため、 結審しないまま終了した。 この結果、集団虐殺の事実だけが残り、 その責任は曖昧なままである。 
こうした事態に対してハイロ・ブスタマンテ監督が制作したのが本作である。 国家によって行使された
暴力を記憶し、 責任が問われないことの不正義に抵抗するための映画である。 その意義は、 現在
開催中の特別展「ラテンアメリカの民衆芸術」の第４章で紹介している「記憶と抵抗の過程」の中で
制作された作品と共通するものである。 （鈴木 紀）

要展示観覧券

映像から考える＜人類の未来＞

※詳細は当館ホームページをご確認ください。

新型コロナウイルス感染症の状況によっては、会期・イベント等を変更・中止する場合があります。
事前にホームページでご確認ください。

ラ・ヨローナ～彷徨う女～　 La Llorona｠
2018年／グアテマラ／97分／スペイン語・カクチケル語・イシル語／日本語字幕付き
監督／ハイロ・ブスタマンテ
出演／マリア・メルセデス・コロイ　マルガリータ・ケネフィック

〒565-8511 
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課　博物館事業係
Tel: 06-6878-8210  Fax: 06-6878-8242
https://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内
「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約 5分

●開館時間…………
●休館日……………

●大阪モノレール…
●バス………………
●乗用車……………

10:00～ 17:00（入館は 16:30まで）
水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）

●観覧料…………… 一般 580円／大学生 250円／高校生以下 無料

ご来館のみなさまへ

※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
　同園内を無料で通行できます。
※高校生以下の方、国立民族学博物館友の会会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、
　みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証をお受け取りください。
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

木彫（ヤギのナワル）/メキシコ合衆国　撮影：六田知弘、六田春彦

さ ま よ

さまよ

さまよ

©İEDB Film

The Last Birds of Passage / Turna Misali
2021年／トルコ／トルコ語／99分／日本語字幕付き
監督／イフェト・エレン・ダヌシュマン・ボズ
出演／シェンヌル・ノガイラル　ネジメティン・チョバンオウル

司会　菅瀬晶子 （国立民族学博物館 准教授）
解説　松原正毅 （国立民族学博物館 名誉教授）

2023年9月30日［土］ 13:30～16:00（開場13:00）
場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員　350名
主催　国立民族学博物館　
協力　Director :  Eren Dani man Boz (Turkey)／東京国際映画祭

第55回上映会

要展示観覧券

©İEDB Film
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第55回上映会

最後の渡り鳥たち

映像から考える＜人類の未来＞

関西初上映

2023年8月28日（月）10：00～9月22日（金）16：00
※定員になり次第受付終了。
※解説時に手話通訳が必要な方は、9月8日（金）までにお申込みいただき、その旨を
　お知らせください。

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館 准教授　菅瀬晶子

　映画がこの世に誕生して、120年あまり。最初は
日常生活の一端を切り取ったものでした。いまや日
本では年間に1300本に迫る数の映画が公開さ
れ、その内容も多種多様です。世界のさまざまな
地域で、現在進行形で起きている問題を扱う作品
も年々増えてきました。問題意識を喚起する手段と
して、映画は実に有効なのです。
　みんぱくワールドシネマでは、所属する研究者の
個別研究や現在進められている研究プロジェクト
の内容に沿った映画を選び、その内容を研究者
が解説することによって、最新の研究成果と映画
のより深い理解を観客のみなさまと共有することを
目的としています。紛争、差別、環境変動などを超
えて、異なる価値観を持つ人びとはどう共存してゆ
くべきか。終映後、あらたな視座がみなさまの中に
生まれれば、さいわいです。

みんぱく映画会

©İEDB Film

次回作品  2024年1月27日（土）予定

はちどり
House of Hummingbird／벌새
２０18年／韓国／韓国語／138分／日本語字幕付き
監督　キム・ボラ
出演　パク・ジフ　キム・セビョク

©2018 EPIPHANY FILMS. All Rights Reserved.

　国立民族学博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、 研究者による解説つきの映画上映会
「みんぱくワールドシネマ」を開催してきました。 今年度も「映像から考える＜人類の未来＞」をテーマとし、 
世界の人びとのさまざまな生活・考え方を描いた映画をとおして、 よりよい未来を考えていきます。 今回
の作品は、 自然とともに暮らしてきた伝統的な遊牧民の生活が、 近代化の波でいかに変化しようとして
いるかを描いたトルコ映画「最後の渡り鳥たち」です。 古くから伝えられてきた生活の継承と、 時代ととも
に変わらざるをえない現実的な状況との葛藤の物語をとおして、 遊牧民の未来について考えてみたい
と思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第55回上映会
2023年9月30日（土）13:30～16:00 （開場13:00）
場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員　350名　事前申込の方へ、当日11:00から本館2階会場前にて展示観覧券を確認後、入場整理券を配付します。
主催　国立民族学博物館
協力　Director :  Eren Dani man Boz (Turkey)／東京国際映画祭
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　

司会　菅瀬晶子（国立民族学博物館 准教授）
解説　松原正毅（国立民族学博物館 名誉教授）
映画解説
　地中海に面するトルコ南部を舞台に、 近代化の波に翻弄される遊牧民（ユルック）一家の葛藤を描く、 
関西初上映作。 足腰の弱った夫を支えて家庭の中心を担うギュルスムは、 季節に伴い家畜を引き連れ移
住する伝統的な暮らしを頑ななまでに尊重してきたが、 政府が進める定住化へと心が動く夫や娘夫婦の
説得に遭い、 苦悩を色濃くしていく。 本作でデビューを飾るイフェト・エレン・ダヌシュマン・ボズ監督は、 撮影
監督を務める夫と数年にわたり取材を重ね、 脚本も共同で執筆。高齢の両親や子どもの将来への負担を
危惧し、 高価なトラクターを購入してでも新しい生き方を模索する娘夫婦ら家族が抱えるジレンマのみなら
ず、 遊牧を断念して定住を選んだ人びとの複雑な胸中をも、 丹念に映し出す。 亡き母の記憶がなく、 親代
わりのギュルスムを敬慕し甲斐甲斐しく手伝う孫娘や、 自らのルーツでもある遊牧民に惹かれ、持参したテン
トに寝泊まりしながら一家と生活をともにする男性教諭の溌剌たる姿、 家族のごとく悠然と振る舞うヤギや
ラクダたちの生き生きとした表情が、 伝統を継承する意義を静かに謳う佳篇。 （映画評論家 服部香穂里）

人類史における遊牧の意味を探るために
　「最後の渡り鳥たち」は、 興味深い映画だ。 ここでは、遊牧民ユルックたちがトルコの政治社会状況の
なかで翻弄される現在が静かな語り口で描きだされている。 さらに、多様な人生の交錯が淡 と々表現され
る。 全編を通じて声高な主張は前面にでてこないが、 人類史における遊牧の意味を思索するうえで強い
衝撃力をそなえた作品といえる。
　遊牧は、 人類史のなかで古い起源をもつ生活様式である。 ５～６万年前ころにアフリカ大陸から西アジア
に移動した現生人類は、 はじめて野生ヒツジ群や野生ヤギ群に遭遇する。 これらの野生動物群は、 いず
れも西アジア原産である。 野生ヒツジ群や野生ヤギ群に遭遇した現生人類の一部の集団が、やがてゆる
やかな共生関係を構築するようになる。 この両者の共生関係が長期にわたって持続するなかで、搾乳や
去勢の技術が導入された。 ここに、遊牧の起源がある。 共生関係の構築の網は、 野生のウシやウマ、 ラク
ダに拡大する。 農耕との接触などを通じて、 家畜化が進行した。
　厳しい状況のなかで遊牧生活を継続するユルックにおいても、 家畜群との共生関係の構築の重要性はうしな
われていない。 この映画からも、家畜群を媒介とする自然との共生の大事さがつたわってくるだろう。 （松原正毅）

要展示観覧券

映像から考える＜人類の未来＞

最後の渡り鳥たち　 
The Last Birds of Passage / Turna Misali｠
2021年／トルコ／トルコ語／99分／日本語字幕付き
監督／イフェト・エレン・ダヌシュマン・ボズ
出演／シェンヌル・ノガイラル　ネジメティン・チョバンオウル

〒565-8511 
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課　博物館事業係
Tel: 06-6878-8210  Fax: 06-6878-8242
https://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内
「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約 5分

●開館時間…………
●休館日……………

●大阪モノレール…
●バス………………
●乗用車……………

10:00～ 17:00（入館は 16:30まで）
水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）

●観覧料…………… 一般 580円／大学生 250円／高校生以下 無料
※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
　同園内を無料で通行できます。
※高校生以下の方、国立民族学博物館友の会会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、
　みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証をお受け取りください。
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

関西初上映

企画展 カナダ北西海岸先住民のアート
　　　─スクリーン版画の世界
2023年9月7日（木）─2023年12月12日（火）
場　所：国立民族学博物館 本館企画展示場
観覧料：一般580円、大学生250円、高校生以下無料
｠
特別展 交感する神と人
　　　─ヒンドゥー神像の世界
2023年9月14日（木）─2023年12月5日（火）
場　所：国立民族学博物館 特別展示館
観覧料：一般880円、大学生450円、高校生以下無料
　　　　●本館展示もご覧になれます。

クリシュナ神の誕生祭用に着飾らせた神像。信者は各家庭でミニチュア
の衣装や持ち物を用意し、神像に華やかに着付け、神の誕生を祝う。

はつらつ

特別展　「交感する神と人─ヒンドゥー神像の世界」　関連イベント

2023年11月3日（金・祝） 13:30～16:00（開場13:00）
2016年 / インド / ヒンディー語 / 99分 / 日本語字幕付き
監督　シュバシシュ・ブティア二
出演　アディル・フセイン　ラリット・べヘル
司会・解説　三尾 稔 （国立民族学博物館　教授）

Mukti Bhawan / Hotel Salvation
会　場　国立民族学博物館　みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定　員　350名 ※オンライン（ライブ配信）はありません。
参加費　要展示観覧券（イベント参加費は不要）
申　込　事前申込制（先着順） 詳細は裏面とホームページをご覧ください。
主　催　国立民族学博物館
後　援　在大阪・神戸インド総領事館

© Red Carpet Moving Pictures

みんぱく映画会
特別展　「交感する神と人―ヒンドゥー神像の世界」　関連イベント

　秋の特別展『交感する神と人―ヒンドゥー神像の世界』の関連企画として、 みんぱく映画会
「ガンジスに還る」を開催します。 聖地ワーラーナシー（ベナレス）で理想の「死」を待つ男性と
その家族が織りなす人間ドラマを通じて、 現代インドの人びとの死生観に迫ります。

映画解説
　北インドの地方都市の中流家庭の老年男性ダヤはある日突然死期を悟る。 彼は死後の解脱（因
果応報を繰り返す輪廻から解放され、 永遠の存在と合一すること）が得られるとされる聖地ワーラ
ーナシー（ベナレス）での安らかな死を願い、 同じ願いをもつ人びとが死を待つ宿泊施設で最後の
日々 を送ることを決心する。 ダヤの家族はこの決意に翻弄され、 それぞれの立場で俗世のしがらみ
と折り合いをつけながら、 何とかこの願いをかなえようとする。 映画はダヤ、 その息子ラジーヴと
妻子、 宿泊施設の人びとの織りなす人間模様を丁寧に追い、 現代インドのヒンドゥー教徒の死生観
や家族の葛藤をリアリティをもって描き出す。 本作品はインド内外で高い評価を得ており、 2016年
ヴェネチア国際映画祭をはじめ数多くの国際映画祭で上映され、 日本では2018年、 岩波ホール
やテアトル梅田など日本各地で劇場公開された。 （三尾 稔）
 
ワーラーナシー（ベナレス）
　ヒンドゥー教の三大神の一つシヴァによって造られたという伝説をもつ、 インド最大の聖地。 市内
には寺院や祠が少なくとも3000ヶ所はある。 シヴァの毛髪から流れ出し、 全ての罪障を洗い清める
ガンガー（ガンジス川）が街の東側を約７kmに渡って流れる。 この聖地に巡礼し、 ガンガーで沐浴
しようとする者は年間をとおして途絶えることがない。 また、 ワーラーナシーで死ねばそのまま解脱
が得られるとされる。 そのためここでの死を待ち望む者も多く、 そのような人びとのための宿泊施設
もいくつか設けられている。 （三尾 稔）

© Red Carpet Moving Pictures

ガンジスに還る
2016年 / インド / ヒンディー語 / 99分 / 日本語字幕付き
監督　シュバシシュ・ブティア二
出演　アディル・フセイン　ラリット・べヘル

2023年11月3日（金・祝） 
13:30～16:00（開場13:00）
会　場　国立民族学博物館
　　　　みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定　員　350名
　　　　入場整理券を11:00から本館2階会場前にて配布します。
参加費　要展示観覧券 （イベント参加費は不要）
申　込　事前申込制 （先着順）
主　催　国立民族学博物館
後　援　在大阪・神戸インド総領事館
司会・解説　三尾 稔 （国立民族学博物館　教授）

Mukti Bhawan / Hotel Salvation

特別展

交感する神と人
─ヒンドゥー神像の世界
2023年9月14日（木）─12月5日(火)
会　場　国立民族学博物館 特別展示館
観覧料　一　般  880円
　　　　大学生  450円
　　　　高校生以下無料

2023年10月2日（月）10：00～10月27日（金）16：00
※定員になり次第受付終了。
※解説時に手話通訳が必要な方は、10月13日（金）までにお申込みいただき、その旨を
　お知らせください。

※ご来館の際は当館ホームページ
　で最新情報をご確認ください。

●本館展示もご覧になれます。

バール・ゴーパール
（幼子クリシュナ）

13:30  開会挨拶／在大阪・神戸インド総領事挨拶
13:45  上映開始
15:25  解説／質疑応答
16:00  閉会挨拶

〒565-8511 
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課　博物館事業係
Tel: 06-6878-8210  Fax: 06-6878-8242
https://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内
「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約 5分

●開館時間…………
●休館日……………

●大阪モノレール…
●バス………………
●乗用車……………

10:00～ 17:00（入館は 16:30まで）
水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）

●観覧料…………… 一般 580円／大学生 250円／高校生以下 無料
※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
　同園内を無料で通行できます。
※高校生以下の方、国立民族学博物館友の会会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、
　みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証をお受け取りください。
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

　

Ⓒ 2018 EPIPHANY FILMS. All Rights Reserved.

House of Hummingbird / 
2018年／韓国／韓国語／138分／日本語字幕付き
監督／キム・ボラ
出演／パク・ジフ　キム・セビョク

司会　菅瀬晶子 （国立民族学博物館 准教授）
解説　諸昭喜 （国立民族学博物館 助教）

2024年1月27日［土］ 13:30～16:30（開場13:00）
場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員　350名
主催　国立民族学博物館

第56回上映会

要展示観覧券

映像から考える＜人類の未来＞

【受付期間】2023年12月18日（月）10：00～2024年1月19日（金）16：00
※定員になり次第受付終了。
※解説時に手話通訳が必要な方は、12月29日（金）までに申込いただき、その旨を
　お知らせください。

Ⓒ 2018 EPIPHANY FILMS. All Rig

House of Hummingbird /1 27
回上映会

映像から考える＜人類の未来＞
国立民族学博物館 准教授　菅瀬晶子

　映画がこの世に誕生して、120年あまり。最初は
日常生活の一端を切り取ったものでした。いまや日
本では年間に1300本に迫る数の映画が公開さ
れ、その内容も多種多様です。世界のさまざまな
地域で、現在進行形で起きている問題を扱う作品
も年々増えてきました。問題意識を喚起する手段と
して、映画は実に有効なのです。
　みんぱくワールドシネマでは、所属する研究者の
個別研究や現在進められている研究プロジェクト
の内容に沿った映画を選び、その内容を研究者
が解説することによって、最新の研究成果と映画
のより深い理解を観客のみなさまと共有することを
目的としています。紛争、差別、環境変動などを超
えて、異なる価値観を持つ人びとはどう共存してゆ
くべきか。終映後、あらたな視座がみなさまの中に
生まれれば、さいわいです。

みんぱく映画会

映像から考える＜人類の未来＞

〒565-8511 
大阪府吹田市千里万博公園10番1号
企画課　博物館事業係
Tel: 06-6878-8210  Fax: 06-6878-8242
https://www.minpaku.ac.jp/

交通のご案内
「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
万博記念公園「日本庭園前駐車場」（有料）から徒歩約 5分

●開館時間…………
●休館日……………

●大阪モノレール…
●バス………………
●乗用車……………

10:00～ 17:00（入館は 16:30まで）
水曜日（水曜日が祝日の場合は、翌日が休館）

●観覧料…………… 一般 580円／大学生 250円／高校生以下 無料
※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。

※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。
　同園内を無料で通行できます。
※高校生以下の方、国立民族学博物館友の会会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、
　みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行証をお受け取りください。
※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

年末年始（12 月 28 日～1月 4日）

　国立民族学博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、研究者による解説つきの映画上映会
「みんぱくワールドシネマ」を開催してきました。 今年度も「映像から考える＜人類の未来＞」をテーマとし、 
世界の人びとのさまざまな生活・考え方を描いた映画をとおして、よりよい未来を考えていきます。今回
は、1990年代の韓国を背景に、一人の女子中学生の日常生活と心情を繊細に描いた女性監督作品
「はちどり」を上映します。 当時の韓国社会の変化の中で成長していく一人の少女の想いと、女性の在
り方が劇的に変化している現代社会で監督がこの作品にこめた想いについて考えたいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第56回上映会
2024年1月27日（土）13:30～16:30 （開場13:00）
場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）
定員　350名
主催　国立民族学博物館
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　

司会　菅瀬晶子（国立民族学博物館 准教授）
解説　諸昭喜（国立民族学博物館 助教）
映画解説 
　急激な経済成長の影で、様々な矛盾がせめぎ合っていた1990年代の韓国を舞台に、孤独にさいなまれる
女子中学生の葛藤の行方を見つめる人間ドラマ。1994年、小さな餅屋の商売で手一杯の両親や無口な
兄姉と、ソウルの集合団地で暮らす14歳のウニは、諍いの絶えない家庭でも学歴偏重教育を強いる学校
でも、疎外感を覚えていた。漠然と通う漢文塾で、名門大学を休学中の新任女性教師に惹かれたウニは、
どことなく影を帯びるも親身に助言を授けてくれる彼女に感化され、何かと生きづらい世の理不尽に立ち
向かう活力を育んでいく。鮮烈な長篇デビューを飾ったキム・ボラ監督は、かつての自身にも重なる感受性
豊かな少女のまなざしをとおし、強圧的に振る舞う父や大学進学を諦めた後悔を引きずる母、受験のスト
レスを暴力で紛らわす兄や夜遊びで現実逃避を図る姉らの、言い知れぬ苦悩も細やかに描出。北朝鮮の
金日成主席の訃報や聖水大橋の崩落事故の衝撃など、私的な当時の記憶を巧みに織り込みつつ、まま
ならない日常の鬱屈と闘う誰もが共鳴し得る名篇に仕上げ、釜山やベルリンをはじめ国際的な映画祭
で賞賛を浴び、日本ではキネマ旬報ベスト・テン第2位に輝き、韓国でもインディーズ作品として異例のヒット
を記録した。（映画評論家 服部香穂里）

暗い時代に灯す、小さな希望の灯
　2018年に公開されたこの映画は、「インソール生理ナプキン事件と月経権運動（2016～）」、「#MeToo
運動（2018～）」など、フェミニズム・リブート現象とジェンダー葛藤が社会的な問題となったことを反映して
いる。この時期、女性作家や監督は自分自身の経験を作品に取り入れ、社会的な共感を得た。小説『82
年生まれ、キム・ジヨン』（2016）と映画「はちどり」もその文脈で理解される。小説『82年生まれ、キム・ジヨン』が
女性の人生に対する抑圧、不平等、不条理を鋭く描いている一方、映画「はちどり」は学生と周りの人々
との関係、出来事からくるその感情を非常にゆっくりとしたペースで画面に収め、観客に自分の反応と
感情を反芻する十分な時間を与える。
　この映画は現在の若い世代にも反響を呼んだ。1990年代の半ば以降に生まれ、2014年のセウォル
号沈没、2019年末からはじまったコロナ禍、2022年のイテウォン事故、そしてポストコロナの経済不況を
経験した若い世代に、この映画は無力感、虚無感、不安、抑圧などを共感させた。しかし、この映画は
暗いメッセージだけではなく、慰めも提供しようとする。キム監督は世界で最も小さな鳥であるハチドリの
強い生命力、希望、愛を表現したいとして、タイトルを「はちどり」と付けたと言う。彼女が世界のハチドリに
送る慰めのメッセージを自分でも受けとめてみよう。（諸昭喜）

はちどり　 
House of Hummingbird / 
２０18年／韓国／韓国語／138分／日本語字幕付き
監督／キム・ボラ
出演／パク・ジフ　キム・セビョク

要展示観覧券

©2018 EPIPHANY FILMS. All Rights Reserved.

GAGA / 
2022年／台湾／タイヤル語・台湾語・中国語／112分／
日本語字幕付き
監督／ラハ・メボウ
出演／ウィラン・ノミン　カガウ・ピリン

司会　菅瀬晶子 （国立民族学博物館 准教授）
解説　野林厚志 （国立民族学博物館 教授）

2024年5月25日［土］ 13:30～16:10（開場13:00）
場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）

定員　350名
主催　国立民族学博物館
協力　台北駐日経済文化代表処 台湾文化センター／アジアンパラダイス
　　　SWALLOW WINGS FILMS CO.,LTD. 

第57回上映会

映像から世界の“今”を考える

【受付期間】2024年4月22日（月）10：00～5月22日（水）16：00
※定員になり次第受付終了。
※解説時に手話通訳が必要な方は、 5月2日（木）までに申込いただき、 その旨を
　お知らせください。

2024年5月25日［土］13:30～16:10（開場13:00）
場所 国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）

第57回上映会

：ハヨンの家族
ガ ガ

要展示観覧券（一般580円）

創設50周年記念

※イベント参加費は不要

関西初上映

予約状況はイベント予約サイトでご確認ください。
事前申込の方へ、当日11：00から本館2階会場前にて展示観覧券を確認後、入場整理券を
配布します。
受付期間内に定員に満たない場合のみ当日参加を受付けます。

映像から世界の“今”を考える
国立民族学博物館 准教授　菅瀬晶子

　今日、予測もできなかったほどの災害や戦争が頻発
し、わたしたちの生活を脅かしています。ニュースを追
ううちに過去の災厄は忘れ去られ、その原因も苦しむ
人びとのことも、忘れ去られてゆきます。しかしながら、
災害も戦争も、過去何年にもわたる原因が蓄積された
末に起こるものです。そのときどきを生きる人びとが、
過去に起きたことをもとに“今”を見据え、より良い未来を
築くよう努力すれば、防げるものはあるかもしれません。
　みんぱくワールドシネマでは、既存の映画作品から
“今”このときを考える一助となる映画を上映し、その
内容にふさわしい研究者の解説を加えることで、さらに
深く掘り下げて映画を観て考えることを目的としてい
ます。映画をとおして別の世界を知り、知を磨き、“今”に
フォーカスしてみましょう。そこから未来は生まれます。

みんぱく映画会

映像から世界の“今”を考える
　国立民族学博物館は2009年よりさまざまなテーマを設定し、研究者による解説つきの映画上映会
「みんぱくワールドシネマ」を開催してきました。今年は新たに「映像から世界の“今”を考える」をテーマとし、
世界の人びとのさまざまな生活・考え方を描いた映画をとおして、世界の“今”を考えていきます。今回は、
台湾の原住民族一家を描いた台湾映画「GAGA：ハヨンの家族」を上映いたします。伝統的な生活・文化
を守りながらも、時代や社会の変化も受け入れていく人びとの喜怒哀楽に満ちた日々をとおして、台湾
における原住民族の現在と未来について考えてみたいと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

第57回上映会
2024年5月25日（土）13:30～16:10 （開場13:00）
場所　国立民族学博物館 みんぱくインテリジェントホール（講堂）

定員　350名
主催　国立民族学博物館
協力　台北駐日経済文化代表処 台湾文化センター／アジアンパラダイス
　　　SWALLOW WINGS FILMS CO.,LTD. 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　

司会　菅瀬晶子（国立民族学博物館 准教授）
解説　野林厚志（国立民族学博物館 教授）
映画解説 
　台湾北東部の宜蘭の高地に三世代で暮らす、原住民族タイヤル族一家の悲喜こもごもをとおして、歴
史的なうねりの中で彼らの祖先が精神的基盤として受け継いできた“GAGA”が、今なお息づくさまを映し
出す群像劇。自然豊かな山間の集落で、民族の礎を尊重し孫ら若者にも伝授してきた家長のハヨンは、近
隣住民からも慕われ、天寿を全うする。二人の息子家族も同居する大所帯は支柱を失い、行政の土地区
分に憤る長男は町長選への出馬を決意するも、留学先のニュージーランドから帰国した彼の娘の妊娠ま
で発覚し、貞節を重んじる一家は、急を要する婚礼準備に選挙活動が重なり、大混乱に陥る。自身も宜蘭
出身でタイヤル族のラハ・メボウ監督は、大金が絡み地域社会や家庭まで分断する選挙の暗部や、文化や
伝統が手軽な観光の対象と化す現状を、シニカルな視点で描写。その一方、予期せぬ逆境に直面しても、
敬愛するハヨン直伝の哲学を個々で咀嚼し団結できる一家のたくましさを頼もしく見つめ、社会の変容にも
柔軟にGAGAを次代へと引き継ぎ得る、同胞の未来を展望する。栄誉ある金馬奨では原住民女性初となる
監督賞に輝き、プロの役者ではないキャストの自然な演技も賞賛された逸品。 （映画評論家 服部香穂里）

原住民族が見せたい彼らの世界と日々
　台湾には総人口の約２％にあたる55万人の先住民族が住んでいる。外来権力のもと、政治的、経済的
に劣位にありつづけた人々は1980年代後半から、主流社会に対して権利の回復、保障、文化の尊重を
主張してきた。それらの営みは、もともと住んでいた民族という意味の「原住民族」を正式な名称とする
憲法改正に結実し、権利の保障や文化の振興を定めた数多くの法律や政令、原住民族行政を専門と
する省庁が設立された。2016年には、台湾の最高権力者である総統が400年にわたる苦難の歴史を謝罪
するなど、原住民族のおかれた社会状況は新たな局面を迎えているようにも見える。
　社会進出が進み、政治や芸能、学術の世界にも多くの人材を送り出し、台湾社会における原住民族
の認識にも変化が見られる、とするのはやはり非原住民族側の理解にすぎないのかもしれない。本作冒
頭のシーンからは、原住民族から非原住民族に対する強いメッセージ「自分たち、自分たちの世界をもっと
知ってほしい」が伝わってくる。
　本作は、原住民族が非原住民族に見せたくて、問いかけたくて制作したのかもれない。原住民族の
世界や日常を非原住民族はどうとらえ、どう考えるのか。そのことが原住民族にとってどのような意味をもつ
のかを考えてみたい。 （野林厚志）

GAGA ： ハヨンの家族　 
GAGA / 
２０22年／台湾／タイヤル語・台湾語・中国語／112分／日本語字幕付き
監督／ラハ・メボウ
出演／ウィラン・ノミン　カガウ・ピリン

要展示観覧券（一般580円）

みんぱく創設50周年記念特別展
日本の仮面─芸能と祭りの世界
2024年3月28日（木）─2024年6月11日（火）
場　所：国立民族学博物館 特別展示館
観覧料：一般880円、大学生450円、高校生以下無料
　　　　●本館展示もご覧になれます。

みんぱく創設50周年記念企画展
水俣病を伝える
2024年3月14日（木）─2024年6月18日（火）
場　所：国立民族学博物館 本館企画展示場
　　　　●本館展示観覧料（一般580円）でご覧になれます。

メンドン（鹿児島県硫黄島）

関西初上映

※イベント参加費は不要

次回〈みんぱくワールドシネマ〉 2024年12月14日㈯予定

ペトルーニャに祝福を

© Pyramide International

2019年／北マケドニアほか／マケドニア語／100分／日本語字幕付き
監督　テオナ・ストゥルガル・ミテフスカ
出演　ゾリツァ・スシェヴァ　ラビナ・ミラフスカ

国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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